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〈ディスクロージャー誌　編集方針〉
本誌は、保険業法第111条および（一社）生命保険協会が定める開示基準に基づき作成したディスク

ロージャー資料です。編集にあたっては、お客さまをはじめとしたステークホルダーの皆様に、当社

の経営戦略や、事業を通じた社会への価値提供・貢献について、分かりやすくお伝えすることを目指し

ました。
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経営理念

経営理念

 

生命保険とサービスを通じ、お客さまの日々の生活と未来、そして社会に安心をお届け
します。
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ごあいさつ

ごあいさつ

保険を、万一から毎日へ。
　平素よりイオン・アリアンツ生命をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。
　イオン・アリアンツ生命は、2008年アリアンツ生命保険株式会社として創業し、2020年3月イオンフ
ィナンシャルサービスによる出資を受け入れることで、イオングループの金融事業の一翼を担う生命保険
会社として再出発いたしました。
　小売と保険が融合したユニークな生命保険会社として確固たる地位を築くべく、「保険を、万一から毎
日へ。」というビジョンのもと、お客さまの日々の生活に寄り添った革新的な商品やサービスの開発を行
っております。
　2023年度は7月に小職が代表取締役社長に就任以降、複雑化する社会課題や多様化するお客さまニー
ズへより適切に対応すべく、経営戦略の見直し、経営資源の選択と集中を行いました。
　その結果、当社医療保険「元気パスポート」が日経トレンディ保険大賞2024※1において女性向け医療
保険部門“大賞”を受賞するなど、成果は確実に顕在化してきております。引き続きお客さまや代理店様に
安心して当社商品やサービスを手に取っていただける環境を、着実に整備してまいりたいと考えておりま
す。
　2024年8月にはイオングループの一員である当社ならではの新サービスとして、一定条件のもと※2

「元気パスポート」に新規加入いただいたお客さまに対して、WAONポイントを進呈するポイントプロ
グラムサービスを開始予定です。今後もイオングループとのシナジー効果を通じて、お客さまにご満足い
ただけるユニークな商品やサービスのラインナップ拡充に努めてまいります。
　また、近年のDX（デジタルトランスフォーメーション）の進展への対応として、これまで契約手続き
のオンライン化などといったお客さまの利便性向上に資する取組みに加えて、健康増進アプリ「ウエルネ
スパレット」の改良など、お客さまお一人おひとりの「毎日の生活をより良くする」ためのデジタルサー
ビスの開発にも積極的に取組んでおります。
　これからも、「生命保険とサービスを通じ、お客さまの日々の生活と未来、そして社会に安心をお届け
します。」という経営理念のもと、役職員一丸となってよりお客さまにご満足いただけるよう、業務に邁
進してまいります。
　今後とも一層のご支援、ご愛顧を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

2024年7月
イオン・アリアンツ生命保険株式会社

代表取締役社長　野口　俊哉

※1：日経トレンディ「保険大賞2024」は、分野ごとに保険に詳しい識者への取材や、各社の新商品情報を基に、
候補とすべき保険をピックアップ。その中から分野ごとに最もメリットが大きいと編集部で判断した保険を
「大賞」に認定。

※2：ペーパーレスによるお申込契約かつ保険証券等の紙媒体のペーパーレス化にご協力いただいたご契約者様が対象。
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イオン・アリアンツ生命について

イオン・アリアンツ生命について
イオン・アリアンツ生命保険とは

イオン・アリアンツ生命は、2008年にアリアンツ生命保険株式会社として生命保険事業を開始しました。
2020年3月にイオンフィナンシャルサービスがアリアンツ生命株式の過半数を取得し、
2020年5月にイオン・アリアンツ生命保険株式会社に社名を変更しています。

イオンフィナンシャルサービスおよびイオングル
ープが有するリテール事業ノウハウや広大な流通
ネットワークと、従来からのアリアンツ・グルー
プの有する保険やリスク管理分野におけるグロー
バルで高度な金融専門性との組み合わせによる相
乗効果を強みとしています。

私たちは経営理念「生命保険とサービスを通じ、
お客さまの日々の生活と未来、そして社会に安心
をお届けします。」のもと、お客さまの暮らしに
寄り添う生命保険商品・サービスを提供してまい
ります。

クレジットカード
事業

ローン事業リース事業

銀行事業

保険事業

サービサー事業

イオン・アリアンツ生命保険

商号 イオン・アリアンツ生命保険株式会社
所在地 東京都文京区本郷一丁目10番９号　住友不動産水道橋壱岐坂ビル
設立年月日 2006年12月18日
営業開始日 2008年4月1日
資本金 451億9,990万円(資本準備金225億9,995万円を含む)
代表取締役 代表取締役社長　野口　俊哉

● 団体信用生命保険 ● 無解約返戻金型終身医療保険｢元気パスポート｣

会社概要 [2024年６月30日現在]

取扱商品
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イオン・アリアンツ生命について

イオンフィナンシャルサービスについて
イオンフィナンシャルサービスは、イオングループの総合金融事業を担い、
日本を含むアジア11カ国・地域において、連結子会社および
持分法適用関連会社で構成される小売発の総合金融グループです。

総合スーパー
GMS事業

スーパーマーケット
SM事業

ディスカウントストア
DS事業

総合金融事業 ディベロッパー
事業

国際事業
サービス・
専門店事業

ヘルス&
ウエルネス事業

イオンフィナンシャルサービスグループはお客さまの新たな金融ニ
ーズを予測し、パーソナライズした金融サービスを提供します。そ
のためにイオングループが圧倒的な優位性を持つ、国内外における
リアル店舗での小売・タッチポイントを通じて蓄積されたデータや
ノウハウを最大限活用し、デジタルとリアルをバランスよく融合さ
せたプラットフォームを構築し、「いつでも、どこでも、安全、安
心、便利でお得」なサービスの提供の実現を目指します。

日々のくらしと
金融を融合

決済

データ・
レコメンド

データ
蓄積

決済・
金融サービス

レコメンド・
買い物

買い物をする

イオンフィナンシャルサービスの全体像

イオンフィナンシャルサービス株式会社 2023年度実績（2024年2月29日現在）

格付情報

イオン・アリアンツ生命保険株式会社

4,856億円

500億円

5,027万人

イオン保険サービス株式会社

エー・シー・エス債権管理回収株式会社

イオン少額短期保険株式会社

ACSリース株式会社

フェリカポケットマーケティング株式会社

海外連結子会社

日本格付研究所（JCR）

格付投資情報センター（R&I）

株式会社イオン銀行

イオン住宅ローンサービス株式会社

ACSフィリピン※1

イオンスペシャライズド バンクカンボジア※1

AFSコーポレーション株式会社

連結営業収益

連結営業利益

（顧客基盤）連結有効会員数

※1  AEON CREDIT SERVICE（PHILIPPINES）INC./
　  AEON SPECIALIZED BANK（CAMBODIA）PLC.

格付： A

格付： A-

株式会社協栄エイアンドアイ

イオンフィナンシャルサービスグループが目指す姿
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イオン・アリアンツ生命について

保険財務力格付 AA
アリアンツSEおよびアリアンツ・グループの一部の
主要な子会社は、スタンダード＆プアーズ社より保険
財務力格付AAという高い評価を2007年から継続的
に受けています。
※ 格付は2023年6月26日時点のものであり、将来的に格付会社
により変更される可能性があります。日本のイオン・アリアンツ
生命保険に対する評価ではありません。

総資産 154兆円
2023年12月末時点のアリアンツ・グループ全体の総
資産は約9,831億ユーロ（約154兆1,500億円）とな
っており、2023年の総収入は約1,617億ユーロ（約
25兆3,545億円）、純利益は約90億ユーロ（約1兆
4,112億円）を計上しています。
※換算レートは2023年12月末TTM　1ユーロ＝156.80円

アリアンツ・グループの主要な事業体

創業　1890年
生命保険部門

損害保険部門

資産運用部門

アリアンツ（ドイツ・アメリカ・イタリア・フランス）

アリアンツ（ドイツ・イタリア・フランス）
アリアンツ・グローバル・コーポレート・アンド・スペシャルティ
ファイヤマンズ・ファンド
アリアンツ・パートナーズ
ユーラーヘルメス

アリアンツ・グローバル・インベスターズピムコ

1世紀をこえる歴史をもつアリアンツ・グ
ループは、ドイツの損害保険会社から国際
的な保険・金融サービス企業への道を歩
み、現在では世界各国で事業を展開してい
ます。15万人以上の従業員が世界各地でお
客さまのご要望にお応えしています。

　

無登録格付に関するご説明
格付会社に対し、市場の公正性・透明性の確保の観点から、金融商品取引法に基づく信用格付業者の登録制が導入されています。これに伴い、金融商品取引業者
等は、無登録の格付業者が付与した格付を利用して勧誘を行う場合、金融商品取引法により、無登録の格付業者が付与した格付である旨及び登録の意義等を顧客
に告げなければならないこととされています。S&Pグローバル・レーティング社は無登録格付業者であるため、無登録格付に関して以下の通りご説明します。

●登録の意義について
登録を受けた信用格付業者は、①誠実義務、②利益相反防止・格付プロセスの
公正性確保等の業務管理体制の整備義務、③格付対象の証券を保有している場
合の格付付与の禁止、④格付方針等の作成及び公表・説明書類の公衆縦覧等の
情報開示義務等の規制を受けるとともに、報告徴求・立入検査、業務改善命令
等の金融庁の監督を受けることとなりますが、無登録格付業者は、これらの規
制・監督を受けていません。

●格付会社グループの呼称等について
格付会社グループの呼称：S&Pグローバル・レーティング（以下「S&P」）グ
ループ内の信用格付業者の名称及び登録番号：S&Pグローバル・レーティン
グ・ジャパン株式会社（金融庁長官（格付）第5号）

●信用格付を付与するために用いる方針及び方法の概要に関する情報の入手方
法について

S & P グ ロ ー バ ル ・ レ ー テ ィ ン グ ・ ジ ャ パ ン 株 式 会 社 の ホ ー ム ペ ー ジ
（https://www.standardandpoors.co.jp）の「ライブラリ・規制関連」の
「無登録格付け情報」（https://www.standardandpoors.co.jp/unregistered）
に掲載されております。

●信用格付の前提、意義及び限界について
S&Pの信用格付は、発行体又は特定の債務の将来の信用力に関する現時点にお
ける意見であり、発行体又は特定の債務が債務不履行に陥る確率を示した指標
ではなく、信用力を保証するものでもありません。また、信用格付は、証券の
購入、売却又は保有を推奨するものでなく、債務の市場流動性や流通市場での
価格を示すものでもありません。
信用格付は、業績や外部環境の変化、裏付け資産のパフォーマンスやカウンタ
ーパーティの信用力変化など、さまざまな要因により変動する可能性がありま
す。S&Pは、信頼しうると判断した情報源から提供された情報を利用して格付
分析を行っており、格付意見に達することができるだけの十分な品質及び量の
情報が備わっていると考えられる場合にのみ信用格付を付与します。しかしな
がら、S&Pは、発行体やその他の第三者から提供された情報について、監査、
デューデリジェンス又は独自の検証を行っておらず、また、格付付与に利用し
た情報や、かかる情報の利用により得られた結果の正確性、完全性、適時性を
保証するものではありません。さらに、信用格付によっては、利用可能なヒス
トリカルデータが限定的であることに起因する潜在的なリスクが存在する場合
もあることに留意する必要があります。

アリアンツ・グループについて
1890年にドイツで設立され、1世紀をこえる歴史をもつアリアンツ・グループは、現在では世界70カ国以上、
1億をこえるお客さまに生命保険、損害保険、資産運用の各分野で保険・金融サービスを提供しています。
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2023年度業績ハイライト

2023年度業績ハイライト

保険料等収入

4,423百万円
保険料等収入は、お客さまからお支払いいただいた保険料などによるもの
で、一般事業会社の売上高に相当します。

保有契約高

16,742億円
保有契約高は、生命保険会社が事業年度末にどのくらいの生命保険契約を
保有しているのかを示す指標です。

経常利益（損失）

△3,398百万円
経常利益は、生命保険事業本来の営業活動により、毎年継続的に発生する
収益（経常収益）から、発生する費用（経常費用）を差し引いた残額で
す。なお、経常費用が経常収益を上回った場合には、その差額が経常損失
となります。

当期純利益（損失）

△4,728百万円
当期純利益（損失）は、税引前当期純利益（損失）から法人税および住民
税ならびに法人税等調整額を控除した金額で、生命保険会社のすべての活
動によって生じた純利益または純損失を意味します。

ソルベンシー・マージン比率

910.5％
ソルベンシー・マージン比率は、大災害や株の大暴落など、通常の予測を
超えて発生するリスクに対応できる「支払余力」を有しているかどうかを
判断するための行政監督上の指標のひとつです。

　当事業年度における保険契約関係の業績につきましては、年度末保有契約高が1,674,254百万円（前
年度比32.2％増）、保険料等収入が4,423百万円（同40.4％増）となりました。保険料等収入の内容
は、保険料3,730百万円、再保険料収入693百万円となっております。
　損益につきましては、保険料等収入、資産運用収益およびその他経常収益（責任準備金戻入額を含みま
す）を合わせた12,723百万円（前年度比0.3％減）、保険金等支払金、責任準備金等繰入額、資産運用
費用、事業費およびその他経常費用を合わせた16,121百万円（同3.6％減）となりました。この結果、
経常損失が3,398百万円、税引前当期純損失が4,724百万円、当期純損失が4,728百万円となりました。
　また、当事業年度末の総資産は52,688百万円（前年度比6.8％減）、特別勘定資産は20,920百万円
（同2.4％減）、責任準備金は43,969百万円（同10.2％減）となりました。純資産5,953百万円（同
19.6％増）、ソルベンシー・マージン比率は910.5％となり、当事業年度末におきましても、十分な水
準の財務基盤を維持しております。
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イオンアリアンツ生命の取組み

イオン・アリアンツ生命の取組み

1. お客さま本位の業務運営
　お客さまに最適な商品・サービスをお届けすべく、全役職員一人ひとりがあらゆる業務運営
においてお客さま本位で行動するよう努めます。

2. 生命保険商品・サービスの提供
　当社は役職員一人ひとりが常に柔軟な発想を持ち、お客さまの暮らしに寄り添う生命保険商
品・サービスを提供します。

3. お客さまへの分かりやすい情報の提供
　あらゆるお客さまにストレスなく快適にサービスをご利用いただけるよう、分かりやすい情
報の提供に努めます。

4. 契約お申し込み時、保険金・年金等のお支払い時等の対応
　契約お申し込み時、保険金・年金等のお支払い等にあたって、お客さまの立場に立ったお手
続きや公平・公正なお支払いを行うよう努めます。

5. お客さまの声を経営に活かす取組み
　お客さまの声を、「お客さまの信頼確保、事業の成長、業務改善の実現のための重要な情
報」と認識し、積極的に収集分析すると同時に、業務改善・お客さま満足度の向上・苦情の低
減に役立てていきます。

6. 利益相反の適切な管理
　お客さまの利益を不当に害することのないよう、利益相反の防止に関する方針・ルールを定
め、適切な管理に努めます。

7. お客さま本位の取組みの確保
　全役職員があらゆる業務運営においてお客さま本位で行動していくための、お客さま志向の
浸透に向けた取組みを進めます。

お客さま本位の業務運営基本方針

※当社では複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売推奨していません。したがって、当該事項に係
る金融庁「顧客本位の業務運営に関する原則」の原則5注2、原則6注2につきましては、当社方針の対象とし
ていません。

お客さま本位の業務運営
　当社は、「お客さま本位の業務運営」をより一層徹底していくため、「お客さま本位の業務運営基本方
針」を策定し、この方針に対応した「具体的な取組み」を推進していきます。また、この取組み内容は定
期的に見直し、より良い業務運営を実現してまいります。
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イオンアリアンツ生命の取組み

2023年度 保険金・給付金のお支払件数、お支払非該当件数および内訳 (単位：件)
保険金 給付金

合
計

死
亡
保
険
金

災
害
保
険
金

高
度
障
害
保
険
金

そ
の
他

合
計

死
亡
給
付
金

入
院
給
付
金

手
術
給
付
金

障
害
給
付
金

そ
の
他

合
計

お支払件数合計 41 0 1 62 104 80 437 71 0 37 625 729
支払事由に非該当 0 0 3 0 3 0 11 4 0 2 17 20
免責事由に該当 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2
告知義務違反による解除 9 0 0 1 10 0 20 2 0 1 23 33
詐欺による取消・無効 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
不法取得目的による無効 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
重大事由による解除 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

お支払非該当件数合計 11 0 3 1 15 0 31 6 0 3 40 55

お客さま満足度向上への取組み

■お申込み時の取組み
　お申込み時におけるお客さまのご負担を軽減するために、ペーパーレス申込システムによる申込手続き
を実施しております。口座振替の申込やクレジットカードの登録といった保険料収納経路の設定もインタ
ーネット上で行うことができます。

■カスタマーサービスセンター
　保険金・給付金等のご請求、ご契約内容の照会や登録情報の変更等の各種お手続きをフリーダイヤルで
受け付けており、専任オペレーターがお客さまからのご質問・ご要望に対して迅速かつ丁寧に対応しま
す。
　また、ご高齢のお客さま・お身体に不自由があるお客さまに対しては、説明の内容を十分にご理解いた
だけるよう専用ダイヤルを設け、より丁寧に分かりやすくご説明を行うよう努めています。

■給付金支払時の取組み、お支払い状況
　当社では、ご請求申出いただいた保険金・給付金を、正確かつ迅速に、漏れなくお支払いするよう態勢
の整備を図っています。
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イオンアリアンツ生命の取組み

給付金から保険料を差し引いて支払われ
たことについてのお問い合わせが続いて
寄せられた。

改
善
内
容

お客さまへの給付金お支払い時のご案内
に際してご連絡事項欄に詳細な説明文言
を追加するよう事務処理を変更しまし
た。

Web申込（職業の告知）の際、建設業を
選ぶと特定企業かそれ以外かの選択が出
たが、「特定企業」とは何かの説明がな
いとのお問い合わせがあった。

改
善
内
容

特定企業とは、「上場企業、または資本
金5,000万円、年商10億円、従業員200
名以上のいずれかを満たす企業」との文
言を追加、改善を図りました。

簡易請求ができるようになる予定はない
のか、とのお客さまからのお問い合わせ
があった。

改
善
内
容

責任開始日から2年経過後のご請求につい
ては簡易請求を可能としました。

項目 件数 構成比

新契約関係 14 34％

収納関係 7 17％

保全関係 2 5％

保険金・給付金関係 11 27％

その他 7 17％

■お客さまの声を活かす取組み
　当社はお客さまのご意見やご要望に、誠実かつ迅速にお応えするとともに、お客さまの声を大切にし、
業務運営の改善に努めています。
　お客さまの声をもとに、業務プロセスやサービスの改善を実施した主な事例は以下のとおりです。

■お客さまから寄せられた苦情件数等
　当社は、お客さまの声のうち、お客さまから不満の表明があったお申し出を苦情として定義します。
2023年度に当社に寄せられた苦情の件数は下表のとおりです。

代理店教育制度
　代理店への教育制度としては、業界共通の法定研修から始まり、商品勉強会や販売トレーニング、継続
教育研修等を実施し、代理店の支援・育成を行っています。
　また、オンライン会議システムを活用した研修や、時や場所を選ばずに学んでいただける研修動画コン
テンツの充実を図っています。

代理店委託
説明会

委託契約の
締結

基礎研修 実践研修一般課程試験
受験・合格

勉強会
セミナー

継続教育研修

代理店
トレーニング

■研修の流れ

9



2024/07/12 15:20:59 / 24101665_イオン・アリアンツ生命保険株式会社_ディスクロージャー誌（通期）

イオンアリアンツ生命の取組み

　保険料払込期間中の解約返戻金をなくすことで手ごろな保
険料で医療の備えを準備できる医療保険です。元気パスポー
トはご自身に合ったプランをデザインでき、かつ健康増進に
取組むことで健康支援金を受取れるチャンスがあります。

　イオン・アリアンツ生命の健康増進型保険をご契
約されたお客さまの日々の健康づくりをサポートす
るアプリとして「ウエルネスパレット」をご契約者
さま向けサービスとして提供しております。

●日々の健康管理
スマホを持ち歩くだけで歩数が自動で記録されます。体
重・血圧なども記録でき、簡単に毎日の健康管理ができ
ます！
●コインが貯まる
歩いたり、記録をしたりすると「ウエルネスコイン」が
貯まります。アプリを活用して健康活動を行うだけでコ
インがもらえるから、楽しみながら続けられます！
●クーポンに交換
貯まったコインはイオングループなどで利用可能なクー
ポンと交換できます。健康関連商品などをお得にGET
しましょう！

クーポン等特典の詳細は以下リンクからご確認くだ
さい。
https://www.aeon-allianz.co.jp/products/genki-passport/application/

　

1991年よりイオングループはクリーン＆グリーン活動と称し、
従業員による社会貢献ボランティア活動を推奨しています。イオ
ン・アリアンツ生命においても毎月、当社オフィスが所在する文
京区本郷周辺の清掃活動を実施しています。私たちはこれからも
自発的な社会奉仕活動を通じて、いつまでも地域より愛され続け
る企業として成長したいと考えています。

商品・サービスラインナップ
■健康増進型医療保険

■団体信用生命保険
　当社では長期にわたる住宅ローン返済を支えるため、ローン利用者さまが、死亡や所定の高度障がい状
態に該当した場合に加えて、余命6ヶ月以内と判断された場合にローン残高が0円になるリビング・ニー
ズ特約がついた団体信用生命保険を提供しています。また健康上の理由で団体信用生命保険への加入が難
しい方に向けた引受条件を緩和した団体信用生命保険（ワイド団信）も提供しています。

社会貢献活動
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コーポレートガバナンス

コーポレート・ガバナンス

1. 職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

2. 職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

3. 財務報告の信頼性を確保するための体制

4. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

5. 職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

6. 当社ならびにその親会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制

7. 監査役の監査に対する体制

内部統制態勢基本方針

　

内部統制システムの整備状況
　当社は取締役会において「内部統制態勢基本方針」を決定し、この方針に基づき、内部統制の有効性を
確保し、企業価値を向上させるべく、実効性のある内部統制システムの整備を図っております。特にコン
プライアンスおよびリスク管理についてはその重要性に鑑み、「コンプライアンス委員会」および「リス
ク管理委員会」を設置し、内部統制の体制整備・運営の推進を図っております。
　当社が「内部統制態勢基本方針」において、整備することを定めている体制は以下のとおりです。

内部監査体制
　当社は法令等を遵守し、適切なリスク管理体制を整備する上で、内部監査態勢の構築が必要不可欠との
認識のもと、イオンフィナンシャルサービス株式会社を親会社とする企業グループの一員として、またア
リアンツ・グループの一員として、それぞれの基本方針およびポリシーに則り、最適な内部監査体制を整
備・運営することを目的に「内部監査基本方針」を定めております。
　内部監査部門は、他の業務執行部門からの独立性を確保するとともに、内部監査計画を策定し、これに
基づき適切に内部監査を実施しています。内部監査結果については、取締役会・監査役会等に報告してい
ます。

リスク管理の徹底
　当社では、お客さまのご契約を将来にわたって確実にお守りしていくにあたり、経営戦略の実現性を高
めるべくリスク管理を当社の経営の重要課題の一つとして認識し、その維持・強化に取組み、財務の健全
性および業務の適切性の確保を図っています。
　リスク管理の実施にあたっては、当社の経営方針、業務の規模・特性等を踏まえて、次の方針で取組ん
でいます。
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コーポレートガバナンス

1. 当社の事業戦略と整合したリスク戦略を構築するため、当社の財務力、事業およびリスクの
性質、規模および複雑性、事業の流動性および移転可能性、ならびに当該リスクの適切な管
理に必要な物的・人的資源を考慮した上で、リスク選好を定めます。

2. リスク管理態勢の整備・構築・強化を行い、関連の社内規程を整備し、リスク管理重視の企
業風土の醸成と役員および従業員へのリスク管理意識の浸透を確保します。

3. 各リスクについて、適切にリスクの特定、計測・分析・評価、対応と統制ならびに継続的モ
ニタリングを行うものとします。

4. 重要なリスクカテゴリーについては、個別のリスク管理方針を定め重点を置いたリスク管理
を行うものとします。

5. リスクカテゴリー別ないし部門別のリスク管理を行うとともに、統合的なリスク管理態勢の
構築に努めます。

6. リスク具現化の際の対応、改善策策定の他、起こりうるリスクを想定した業務運営に努めま
す。

リスク管理基本方針
当社の経営方針、経営計画、業務の規模・特性を踏まえ、次の方針で取組み、財務の健全性および
業務の適切性の確保を図るものとします。

　

■リスク管理体制
　当社では、リスク管理基本方針に基づきリスク管理体制を構築しています。リスク分野に応じて社内各
部門を一次リスク管理部門として位置付け、これらの部門がリスク管理状況をリスク管理部に報告しま
す。リスク管理部は、全社のリスクを統括管理し、リスクの状況について把握、検証するとともに、その
内容をリスク管理委員会に報告します。
　リスク管理委員会は、リスク管理基本方針、重要な業務方針および重要な業務執行について審議すると
ともに、リスク管理に関する情報の共有を行い、経営陣によるリスク管理に関する意思決定を支援しま
す。
　経営会議は、取締役会にて定めたリスク管理基本方針等に基づき、リスク管理態勢を確保するために必
要な社内規程およびリスク管理に関わる事項を定め、その執行状況をモニタリングします。
　取締役会は、当社の業務執行の最高意思決定機関として、適切なリスク管理態勢の整備・構築を行い、
リスク管理重視の企業風土の醸成と役員および従業員へのリスク管理意識の浸透を確保します。また、リ
スク管理に関する各種情報・報告に基づきリスク管理の分析・評価を行い、リスク管理に関する重要事項
の決定を行います。
　そのほか、保険計理人、監査役会、および内部監査部門がそれぞれの立場からリスク管理の改善に資す
るべく行動します。
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コーポレートガバナンス

分類 管理の考え方

各
種
リ
ス
ク

統合的リスク
●全てのリスクを統合的に管理するとともに、リスクと経営体力（ソルベンシー・マ
ージン総額）を比較および確認することで、将来にわたる財務の健全性および業務の
適切性を確保します。

保険引受リスク
●保険の引受が長期にわたって会社の経営に重大な影響を与えることを十分認識し、
適切に管理します。
●再保険の出再は、当社のリスク保有状況の分析や出再先の信用力・財務状況の評価
等を行い、適切に管理します。再保険の引受は行っていません。

資産運用リスク

●資産運用の失敗が、場合によっては経営破たんに直結するおそれがあることを十分
認識し、適切に管理します。
●安全性および流動性に配慮したポートフォリオを構築します。
●リスクを適切に抑えることを目標としたリミットを設定の上、資産運用を実施しま
す。

流動性リスク ●万一資金繰りに支障をきたせば、場合によっては経営破たんに直結するおそれがあ
ることを十分認識し、適切に管理します。

オペレーショナル
リスク

●事務リスク
全ての業務に事務リスクが所在しており、事務リスクを軽減することの重要性を十分
認識し、適切に管理します。
●システムリスク
システムが安全かつ安定的に稼動することは会社に対する信頼性を確保するための大
前提であることを十分認識し、「システム開発」、「システム運用」、「システム情
報セキュリティー」等について、適切に管理します。
●災害リスク
緊急事態発生時の対応手順を定め、態勢を整備するとともに、定期的訓練を実施する
こと等で、適切に管理します。
●法務コンプライアンスリスク
法令および社内規程等の他、社会から要求される規範や企業倫理を遵守する企業風土
の醸成・維持・向上を図るために必要な施策を実施し、適切に管理します。
●風評リスク
場合によっては経営に重大な影響を与えるおそれがあることを十分認識し、当社の事
業活動が、幅広いステークホルダーの期待や社会からの信頼と大きく乖離していると
評価されることのないよう取組み、定期的にモニタリングすること等で、適切に管理
します。
●人事リスク
人事に関する必要な社内規程を整備し、研修等を通じた社員に対する教育ならびに周
知・啓蒙活動や定期的な全社員ミーティング等によるオープンな相互コミュニケーシ
ョン機会を通して、適切に管理します。
●外部委託先リスク
委託先の経営の健全性や業務遂行能力および管理体制等を事前確認および定期的に再
評価することで、適切に管理します。

経営戦略リスク
●当社が安定的な企業成長を実現するためには事業環境を踏まえた経営戦略を策定す
ることが重要であること、また経営戦略の失敗は経営に重大な影響を与えるおそれが
あることを十分に認識し、事業計画の遂行状況の定期的なモニタリング等により、適
切に管理します。

■リスク管理体制図

親
会
社
・
関
連
会
社

取 締 役 会
付議・報告

監
査
部

保険計理人
意見

支援

支援

決定・指示

監査
監査役会

経 営 会 議

リスク管理委 員会

統合的リスク管理/リスク統括部門（リスク管理部門）

業務執行部門

経営戦略
リスク

流動性
リスク

資産運用
リスク 外部委託先

リスク
人事
リスク

風評
リスク

法務
コンプライアンス

リスク
災害
リスク

システム
リスク

オペレーショナルリスク保険引受リスク

事務
リスク

再保険
リスク

■リスクカテゴリー毎の対応方針
　当社では、リスクカテゴリーの特性に応じた管理態勢および規程等の整備により、リスク管理を適切に
実施します。
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コーポレートガバナンス

1. ERM（Enterprise Risk Management）の推進
　「企業価値の増加」および「財務の健全性維持」
の両立を目的として、「資本」・「リスク」・「リ
ターン」のバランスを適切にコントロールしなが
ら、安定的な企業成長を実現するための枠組みとし
て、ERMを導入推進しています。

2. 資本管理
　「リスク」、「リターン」を踏まえて市場整合的
に「資本」を統合管理し、「現行の資本規制基準」
および「経済価値ベース基準」の二つの側面から将
来にわたる資本の十分性をモニタリングしていま
す。

資本

リスク リターン

財務健全性 資本効率

リスク・リターン

　

3. リスクマネジメント
　リスクカテゴリー毎にリスク指標（Key Risk Indicator）とそのリスク許容値を定めて、リスクの状況
をモニタリングし、リスク認識および必要に応じたアクションプランを実施しています。

4. リスクアセスメント
　リスク事象の「影響度」と「発生頻度」に基づき、潜在的なリスクを含め、重要度の高いリスク事象を
「トップリスク」として抽出するとともに、リスク評価を踏まえたリスク軽減のアクションプランを策
定・実行しています。

5. リスクカルチャー醸成
　リスク管理意識の浸透の一環として、「リスクカルチャー研修」等を行い、リスク管理重視のリスクカ
ルチャー醸成の取組みを実施しています。

■リスク管理の具体的な取組み

■災害対策
　大規模な自然災害や新型コロナウイルス等のパンデミック（感染症の世界的流行）といった緊急事態発
生時においても、保険金・給付金の支払業務を継続できるよう「危機管理基本方針」および「事業継続マ
ネジメント規程」等の策定や訓練等を通じ、お客さまに安心してサービスをご利用いただける体制の構築
に努めております。
　具体的には、緊急事態発生から終息までの対応フローや継続すべき重要業務を定めるとともに、経営層
による継続的な見直しを行っております。また、BCP※に基づく諸訓練を継続的に行い、緊急事態発生時
の初動対応の強化や災害対策への意識醸成に取組んでおります。
※BCP（Business Continuity Plan）：大規模な災害や事故、テロ攻撃、システム障害などが発生した際も、事業の

中断を最小限にとどめ、早期に事業を再開するために事前に策定する行動計画
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コーポレートガバナンス

1. コンプライアンス体制の適正な整備・確立と運用

2. 社内規程の適切な整備と運用

3. コンプライアンス・マニュアルの適正な整備と運用

4. コンプライアンス・プログラムの適正な策定と実施

5. その他コンプライアンス環境整備のための取組み
　

コンプライアンス（法令遵守）の推進
　当社は、コンプライアンスを法令、定款および社内規程等の他、広く社会的に要求される社会規範や企
業倫理を遵守することと考え、コンプライアンスを当社の経営の最重要課題の一つと認識しています。コ
ンプライアンス環境の整備を通じて、コンプライアンス重視の企業風土を醸成するとともにその維持・向
上に努め、公正、透明、健全、適切な業務運営に取組んでいます。

■コンプライアンス実践のための方針
　コンプライアンス重視の企業風土の醸成・維持・向上を図るために、次の各項目の実践を通じてコンプ
ライアンス環境を整備し、適切な業務運営を確保します。

監査役

取締役会

コンプライアンス・マニュアルおよびコンプライアンス・プログラムの承認、
その他必要なコンプライアンス態勢の整備。

法務コンプライアンス部

コンプライアンス・プログラム等、コンプライアンスに関する
取組みの実施・推進その他コンプライアンスに関する事項を統括。

各部門（コンプライアンス責任者）

各部門の部門長がコンプライアンス責任者として、その部門における
コンプライアンス関連情報の集約、コンプライアンス部門への随時または定期の報告、

および部門におけるコンプライアンスの取組みを推進。

社長・取締役

社長：機会をとらえてコンプライアンスに対する姿勢を表明。
取締役：コンプライアンス重視の企業風土を醸成するための行動。

コンプライアンス委員会

コンプライアンス・プログラムの進捗および活動状況を管理・監督し
取締役会に報告するほか、個別のコンプライアンスに関する事項を

調査・審議する。

監査部

監
査

監
査

■コンプライアンス体制図
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コーポレートガバナンス

＜反社会的勢力への対応に関する基本方針＞
1. 取引を含めた一切の関係遮断
　取引関係を含めて、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは一切の関係を持ちま
   せん。
2. 資金提供や裏取引の禁止
　反社会的勢力への資金提供は決して行いません。また、いかなる場合であっても、決して反社会
   的勢力との裏取引を行いません。
3. 組織としての対応
　反社会的勢力には、経営トップ以下、組織全体として対応するとともに、反社会的勢力による不
   当要求に対応する従業員の安全を確保します。
4. 外部専門機関との連携
　平素から、警察や暴力追放運動推進センター、弁護士等、外部専門機関との連携関係を構築しま
   す。
5. 有事における民事と刑事の法的対応
　反社会的勢力による不当要求に対しては、民事と刑事の両面から法的対応を行います。

■内部通報制度
　当社は、個々の従業員に係わるコンプライアンス上の問題、例えば職場環境の問題や人権に係わる問題
などの通報を受け付ける社内相談窓口として「コンプライアンス・ヘルプライン」を設置するほか、イオ
ングループ共通の相談窓口の利用も可能とし、通報や相談を幅広く受け付けています。また、通報者が通
報することにより不利益を被ることがないよう、通報者保護の規程を設け、安心して通報・相談を行える
環境を整備しています。

■反社会的勢力への対応
　当社は、生命保険会社に対する公共の信頼を維持し、生命保険会社の業務の適切性および健全性を確保
するため、「反社会的勢力への対応に関する基本方針」を定め、反社会的勢力への対応に取組んでおり、
資金供与はもとより反社会的勢力とは一切の関係を持ちません。反社会的勢力には、経営トップ以下、組
織全体として対応するとともに、反社会的勢力による不当要求に対応する従業員の安全を確保するととも
に、平素から、警察や暴力追放運動推進センター、弁護士等、外部専門機関との連携関係を構築しており
ます。
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コーポレートガバナンス

＜お客さまの視点に立った販売・勧誘に努めます＞
1. お客さまの保険その他金融商品に関する知識、購入経験、家族状況、財産状況、購入の目的等を

商品特性に応じて総合的に勘案させていただき、お客さまのご意向と実情に沿った商品の説明と
提供に努めます。

2. 商品についての重要事項をお客さまに正しくご理解いただけるよう適切な説明に努めます。
3. 特に、変額個人年金保険、投資信託等のように市場リスクをともなう商品の販売にあたっては、

そのリスク内容について適切な説明に努めます。
4. お客さまにご迷惑をおかけする時間帯や場所、方法での勧誘はいたしません。
5. お客さまと直接対面しない勧誘・販売（インターネット販売、通信販売など）を行う場合におい

ては、説明方法などに工夫を凝らし、お客さまにご理解いただけるよう努めます。

＜お客さまにご満足いただけるよう適切な対応に努めます＞
1. お客さまのお問合せには、迅速、適切、丁寧な対応に努めます。
2. お客さまに対して公正な事務処理を行うとともに、万が一保険事故が発生した場合には、保険金

等のお支払いについて迅速、的確、丁寧な対応と適正な支払いに努めます。
3. お客さまのご意見、ご要望を真摯に受け止め、商品開発や販売活動に活かしてまいります。

＜各種法令を遵守して適正な対応に努めます＞
1. 金融サービスの提供に関する法律、消費者契約法、保険業法、個人情報の保護に関する法律その

他の関連法令等を遵守します。
2. 適切な業務を確保するために、社内体制の整備・向上と販売にあたるものの研修に取組みます。
3. お客さまのプライバシーを尊重するとともに、お客さまに関する情報については、適正な取扱い

と管理をします。

1. お客さま個人情報等の取得について
2. 利用目的について
3. 法令等に基づき利用目的が限定されている個人情報の取扱い
4. お客さまの個人情報等の利用について
5. お客さまの個人情報等の管理について
6. お客さまの個人情報等の社外への提供について
7. 情報の開示・訂正・利用停止・消去等について
8. 関係法令等の遵守について
9. 他の生命保険会社等との生命保険契約等に関する情報の共同利用について

10. その他個人情報に関する方針等について

■勧誘方針
　当社では、商品の勧誘に際して、お客さまの権利・利益の保護に資することを目的として「金融サービ
スの提供に関する法律（平成12年法律第101号）」に基づき「勧誘方針」を定めています。

■個人情報保護
　お客さま・生命保険募集人等の個人情報の適正な管理・利用・保護等についての基本的事項を「個人情
報保護基本方針」として定め、プライバシーに係わる権利・利益の保護に努めています。
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沿革

1
　
沿革

2006年12月 生命保険事業の準備会社として設立（社名：アリアンツサービス株式会社）
2008年 2月 アリアンツ生命保険株式会社に社名変更
2008年 3月 内閣総理大臣から生命保険業の免許を取得
2008年 4月 生命保険事業を開始、一時払変額年金保険（年金原資保証型）を発売
2009年 2月 米ドル建一時払変額年金保険（年金額最低保証・Ⅰ型）を発売
2009年 8月 一時払変額年金保険（年金原資保証・Ⅱ型）を発売
2010年 1月 一時払変額終身保険（死亡保障ステップアップ型）を発売
2010年 7月 米ドル建一時払変額年金保険（年金額最低保証・Ⅲ型）を発売
2011年 1月 通貨選択型一時払変額年金保険（年金原資保証型）を発売
2012年 1月 保険商品の新規取扱いを休止し、既存契約の維持・保全に注力
2020年 3月 イオンフィナンシャルサービス株式会社が当社株式の60%を取得
2020年 5月 イオン・アリアンツ生命保険株式会社に社名変更
2020年 9月 東京都千代田区九段北に本社を移転
2021年 3月 金融機関でのローン向けに団体信用生命保険の提供を開始
2021年11月 無解約返戻金型終身医療保険「元気パスポート」を発売
2023年 6月 東京都文京区本郷に本社を移転

Ⅰ　会社の概況および組織
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経営の組織

2
　
経営の組織

監
査
役
会

株
主
総
会

取
締
役
会

代
表
取
締
役
社
長

保
険
計
理
人

監
査
部

担
当
取
締
役

担
当
取
締
役

担
当
取
締
役

コマーシャル本部 営業部

商品企画部

商品数理部

主計部

財務・経理部

契約サービス部リスク管理委員会

コンプライアンス委員会

財務・投資委員会

商品委員会

ITシステム委員会

カスタマー・エクスペリエンス委員会

経営会議

オペレーション支援部

ITシステム部

人事総務部

法務コンプライアンス部

経営企画部

リスク管理部

資金・財務コントロール課

収納・保全課

事務企画課

システムサービス課

法務コンプライアンス課

資産運用室

保険金課

コールセンター

システム開発課

お客さま相談室

保険数理管理室

経理課

契約課

営業企画部

営業管理部

2024年７月１日　現在
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店舗網一覧、資本金および資本準備金の推移、株式の総数、株式の状況

3
　

店舗網一覧
本社 〒113-0033　東京都文京区本郷一丁目10番９号 住友不動産水道橋壱岐坂ビル

TEL：03-4588-1500（代表）
営業店舗はありません。

4
　

資本金および資本準備金の推移 5
　

株式の総数
(単位：百万円)

年月日 増資額 増資後資本金 増資後資本準備金 摘　要
2006年12月18日 15 7.5 7.5 設立
2007年 1月19日 200 107.5 107.5 増資
2007年 5月16日 1,785 1,000 1,000 増資
2007年10月31日 1,800 1,900 1,900 増資
2008年 1月18日 6,200 5,000 5,000 増資
2009年 9月18日 2,600 6,300 6,300 増資
2010年 2月26日 1,800 7,200 7,200 増資
2010年 6月25日 1,900 8,150 8,150 増資
2010年11月19日 2,200 9,250 9,250 増資
2011年 3月31日 1,200 9,850 9,850 増資
2011年10月31日 3,300 11,500 11,500 増資
2012年 3月30日 1,000 12,000 12,000 増資
2013年 3月29日 800 12,400 12,400 増資
2018年10月31日 2,100 13,450 13,450 増資
2019年 8月30日 1,100 14,000 14,000 増資
2020年 3月19日 1,000 14,500 14,500 増資
2020年 3月31日 5,399.9 17,199.95 17,199.95 増資
2022年 6月30日 5,100 19,749.95 19,749.95 増資
2023年12月20日 5,700 22,599.95 22,599.95 増資

(2024年7月１日現在)

発行可能株式総数 400千株
発行済株式の総数 162千株
当期末株主数 2名

(2024年7月１日現在)

6
　

株式の状況

発行済株式
種　類 発行数 内　容

普通株式 162,000株 ─

株主名
当社への出資状況 当社の大株主への出資状況

持株数 持株比率 持株数 持株比率
イオンフィナンシャルサービス株式会社 120,000株 74.1％ ─ ─
アリアンツエスイー（Allianz SE） 42,000株 25.9％ ─ ─

１ 発行済株式の種類等

(2024年7月１日現在)

２ 大株主
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主要株主の状況、取締役および監査役、会計監査人の氏名または名称、従業員の在籍・採用状況、平均給与

7
　

主要株主の状況

名　称 主たる営業所または
事務所の所在地 資本金 事業の内容 設立年月日 株式等の総数等に占める

所有株式等の割合
イオンフィナン
シャルサービス

株式会社

東京都千代田区神田
錦町3丁目22番地
テラススクエア

45,698百万円 子会社の経営管理、
クレジットカード業 1981年6月20日 74.1％

アリアンツ
エスイー

（Allianz SE）
ドイツ連邦共和国

ミュンヘン市 1,169百万ユーロ
子会社の経営管理、
主に子会社を対象
とする再保険業等

1890年2月5日 25.9％

8
　

取締役および監査役（2024年7月１日現在）

役職名 氏　名
代表取締役 野口　俊哉
取締役 鈴木　敦
取締役 篠﨑󠄁　仁
取締役 木坂　有朗

役職名 氏　名
取締役 シガード・フォルク
監査役 近藤　安彦
監査役 若林　泰
監査役 寺浦　俊二
　

男性8名　女性0名　（取締役および監査役のうち女性の比率0％）

9
　

会計監査人の氏名または名称
有限責任監査法人トーマツ

10
　

従業員の在籍・採用状況

区　分 2022年度末
在籍数

2023年度末
在籍数

2022年度
採用数

2023年度
採用数

2023年度末

平均年齢 平均勤続年数

内勤職員 114名 120名 45名 30名 48.8歳 2.9年

(男子) 75名 75名 29名 21名 50.4歳 3.0年

(女子) 39名 45名 16名 9名 45.0歳 2.7年

営業職員 ─ ─ ─ ─ ─ ─

(男子) ─ ─ ─ ─ ─ ─

(女子) ─ ─ ─ ─ ─ ─

(注) 内勤職員は、正社員および契約社員の合計です。また、出向者を含みます。

11
　

平均給与（内勤職員） 12
　

平均給与（営業職員）
(単位：千円)

区　分 2023年3月 2024年3月

内勤職員 566 499

(注) 平均給与月額は2024年3月中の税込定例給与であり、賞
与および時間外手当は含んでいません。

該当ありません。
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主要な業務の内容、経営方針

1
　
主要な業務の内容

Ⅱ　保険会社の主要な業務の内容

1 生命保険業
2 他の保険会社（外国保険業者を含む）の保険業に係る業務の代理または事務の代行、債務の保証その他の前号の
業務に付随する業務

3 国債、地方債または政府保証債の売買、地方債または社債その他の債券の募集または管理の受託その他の保険業
法により行うことのできる業務および保険業法以外の法律により生命保険会社が行うことのできる業務

4 前各号に掲げる業務に付帯または関連する一切の業務

2
　
経営方針

P．1をご覧ください。
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直近事業年度における事業の概況

1
　
直近事業年度における事業の概況

Ⅲ　直近事業年度における事業の概況

［事業内容］
　当社は2020年３月にイオンフィナンシャルサービス株式会社（以下、AFSという）が当社株式の過半数を取得し
たことによりAFSの子会社となり、2020年５月にイオン・アリアンツ生命保険株式会社に社名を変更しておりま
す。現在は、2021年３月から提供を開始した金融機関でのローン向けの団体信用生命保険と、同年11月から販売を
開始した個人のお客さま向けの終身医療保険「元気パスポート」を取り扱っております。
　そのような環境下における当社の状況は以下のとおりであります。

［金融経済環境］
　当事業年度の金融経済環境は、第１四半期は米雇用統計などの経済指標を背景に米国における景気減速懸念が後退
しました。米企業の決算が市場予想を上回ったこと、中国景気への回復期待などから主要国株価は概ね上昇しまし
た。国内では日銀が金融政策の現状維持を決定し、主要企業の好決算や円安が好感され、株価は堅調に推移しまし
た。第２四半期は米国の金融引き締め長期化への見方が強まりました。各国中央銀行が政策金利を維持するとの見方
が強まったことや、大手格付会社が米国債の格下げを発表したことなどが不安材料視され、主要国株価は概ね下落し
ました。国内では株価はほぼ横這いとなりました。第３四半期は中東情勢の緊迫化など地政学リスクが懸念されたも
のの、米インフレ鈍化を背景に早期利下げ転換への期待が高まり、米国経済が軟着陸に向かうとの見方が強まりまし
た。各国の利下げ観測の高まりを受けて主要国株価は上昇し、これを受けて国内株価もやや上昇しました。第４四半
期は米大手半導体企業の好決算やAI市場の成長期待を背景に、主要国株価は上昇しました。国内では海外からの資金
流入などを受けて、日経平均株価が過去最高値を更新しました。年度末にマイナス金利の解除等が決定されたことを
受けて日銀の金融政策に対する不透明感が後退し、期末にかけて日経平均株価は４万円台で推移しました。為替市場
では、日銀の金融政策修正観測の高まりを受けて一時的に円高方向で推移する局面が見られたものの、欧米各国の金
利上昇を背景に主要通貨に対して概ね円安基調で推移し、対米ドルでは１ドル＝150円台まで円安が進行しました。
　当事業年度の国内債券市場は、第１四半期は米国の金融引き締め長期化観測の高まりや国内の消費者物価の強含み
を背景に、10年国債利回りは上昇しました。第２四半期は日銀が長短金利操作の運用柔軟化を決定し、長期金利の
上限を事実上１％へ引き上げました。その後、マイナス金利政策解除への思惑から10年国債利回りは0.7％台へ上昇
しました。第３四半期には一時0.9％台まで上昇しましたが、日銀の金融政策修正観測が後退し、年末の政策修正が
見送られたことなどから、利回りは低下しました。第４四半期は日銀の金融政策修正観測が高まり、利回りは上昇し
ました。日銀は３月19日にマイナス金利の解除、長短金利操作の終了を決定しました。当事業年度を通して見る
と、10年国債利回りは0.353～0.952％での推移となりました。

［事業の経過および成果］
　当事業年度は、団体信用生命保険の販売拡大および終身医療保険「元気パスポート」の販売促進に取り組んでまい
りました。
　団体信用生命保険の販売につきましては、株式会社イオン銀行、イオン住宅ローンサービス株式会社、イオンプロ
ダクトファイナンス株式会社（現株式会社オリコプロダクトファイナンス）のグループ３社に導入しており、引受拡
大に取り組みました。また、ローンご利用者の死亡・高度障がいの保障、病気やケガによる所定の就業不能状態がロ
ーン返済日において15日を超えて継続している際の毎月のローン返済額や、所定の就業不能状態が12ヶ月を超えて
継続した際にローン残高全額を保障する全疾病団信に加え、所定のがんと診断された際にローン残高全額を保障する
がん保障付き団信が当社の主力商品となっております。
　医療保険の販売にあたっては、イオンモール内に出店している保険ショップを主要販売チャネルとしており、イオ
ンをご利用されているお客さまとともに、イオングループ従業員などイオングループマーケットを中心とした販売活
動に取り組みました。具体的には、血管年齢測定や体組成分分析など健康状態を測定する機器をイオンモール内の保
険ショップに設置し、健康増進に関心のあるお客さまが保険ショップで相談できるスキームを段階的に実施いたしま
した。
　また、さらなる顧客接点の機会として、イオンモール外の保険代理店を通じた販売活動も積極的に実施しておりま
す。具体的には、日々の生活の中でイオングループのサービスを利用されるお客さまに対して当社商品の商品性や、
イオングループのサービス利用者にとって魅力的に感じられる付帯サービスなどをお伝えいただくことを外部の保険
代理店に提案しております。
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直近事業年度における事業の概況

　当社ホームページのご契約者さま向けインターネットサービス（マイページ）にて契約内容照会や保険金・給付金
などのご請求、各種変更手続きをご利用いただけますが、ホームページ上の表記をわかりやすく改善するなど、さら
なるお客さまの利便性向上に努めました。また医療保険に関し、新契約承諾率向上を目的に、引受査定基準の改定を
実施するなど、お客さまのニーズに応える対応に取り組みました。
　資産運用につきましては、当社が引受けた変額年金保険および変額保険に係る資産を特別勘定で運用しており、主
に株主資本および一般勘定年金を一般勘定で運用しております。一般勘定資産の運用につきましては、流動性を考慮
し、資産の健全性の維持に努め、実質的に現預金、公社債を中心にリスクを抑えた運用をしております。
　当事業年度における保険契約関係の業績につきましては、年度末保有契約高が1,674,254百万円（前年度比
32.2％増）、保険料等収入が4,423百万円（同40.4％増）となりました。保険料等収入の内容は、保険料3,730百
万円、再保険料収入693百万円となっております。
　損益につきましては、保険料等収入、資産運用収益およびその他経常収益（責任準備金戻入額を含みます）を合わ
せた12,723百万円（前年度比0.3％減）、保険金等支払金、責任準備金等繰入額、資産運用費用、事業費およびその
他経常費用を合わせた16,121百万円（同3.6％減）となりました。この結果、経常損失が3,398百万円、税引前当期
純損失が4,724百万円、当期純損失が4,728百万円となりました。
　また、当事業年度末の総資産は52,688百万円（前年度比6.8％減）、特別勘定資産は20,920百万円（同2.4％
減）、責任準備金は43,969百万円（同10.2％減）となりました。純資産は5,953百万円（同19.6％増）、ソルベン
シー・マージン比率は910.5％となり、当事業年度末におきましても、十分な水準の財務基盤を維持しております。
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契約者懇談会開催の概況、相談・苦情処理態勢、相談（照会、苦情）の件数、及び苦情からの改善事例、契約者に対する情報提供の実態

2
　
契約者懇談会開催の概況

契約者懇談会については開催していません。

3
　

相談・苦情処理態勢、相談（照会、苦情）の件数、お
よび苦情からの改善事例

P．9をご覧ください。

4
　
契約者に対する情報提供の実態

P．29をご覧ください。
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商品に対する情報及びデメリット情報提供の方法

5
　
商品に対する情報およびデメリット情報提供の方法

経営全般に
関する
情報提供

イオン・アリアンツ生命の現状
（ディスクロージャー誌）

保険業法第111条に基づき、年度ごとに発行している冊子です。
イオン・アリアンツ生命の経営・財務状況、商品・サービス内容等に
ついて記載しています。どなたでもご覧いただけるよう、当社ウェブ
サイト上で公開しています。

会社案内 当社の概要などを紹介している冊子です。

ウェブサイトでの情報提供

当社の概要、経営理念、商品のご案内、各種お手続きの方法や、決算
および四半期報告についても掲示しています。
お知らせ、ニュースリリースについては、タイムリーに掲示し、お客
さまにご覧いただけるようにしています。

ご契約・お
客さま向け
サービス等
に関する
情報提供

ご契約のしおり－約款

「ご契約のしおり」はご契約にあたっての重要事項、保障内容、諸手
続き、保険に関する税務など保険契約について大切なことがらをわか
りやすく説明したもので、「約款」はご契約内容の詳細を記載したも
のです。これらは保険証券と共にご契約者さまにお渡ししており、当
社ウェブサイトからもダウンロードしていただけます。

重要事項に関するお知らせ（契約概要／
注意喚起情報）兼　商品パンフレット

①契約概要
生命保険をご契約いただく前に、お客さまに確認していただきたい事
項（保険商品の仕組みや保障の内容等）を記載しています。
②注意喚起情報
ご契約に際して、お客さまにご注意いただきたい事項（クーリング・
オフ制度、告知義務、保険金・給付金が支払われない場合等）を記載
しています。
③商品パンフレット
当社が取り扱う商品について、その特長や保障内容、保険料等をわか
りやすく記載しています。

保険契約に関する意向確認書 お申込いただく保険契約が、お客さまのニーズ・意向に合致している
かを、お申込前にご確認いただくものです。

ご契約者さま向けサービス・ウェブサイ
トを通じたお金の知識・健康に関する情
報提供

当社はご契約者さまが健康増進活動に積極的に取り組んでいただくた
めに健康増進アプリ「ウエルネスパレット」をご契約者さま向けサー
ビスとして提供しております。
また当社ウェブサイトから保険や家計、資産運用に関する情報提供を
目的とした「お金を“手招く”お役立ちサイト　まねーき猫」、疾病予
防、ヘルス＆ビューティーに関する情報提供サイト「365日の元気を
応援するサイト　Vitamina」へのリンクを設置しています。
こちらは当社商品のご契約者さま以外も閲覧でき、幅広く情報提供を
行うことを目指しています。

不利益情報
の提供

お客さまにとって不利益となる情報（告知義務違反となる事項や免責事由等）は、「契約概要」「注意喚起情
報」「ご契約のしおりー約款」および各種商品パンフレットに記載しています。
当社は代理店教育の一環として、生命保険の募集に際してはお客さまに不利益情報の説明を徹底するよう指導
し、お客さまが商品の内容や各種制度について不利益を被ることのないよう努めています。

　当社の経営・財務内容、商品・サービスをより多くのお客さまにご理解いただけるよう、各種ツールにより情報提供を行ってい
ます。
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営業職員・代理店教育・研修の概略、新規開発商品の状況、保険商品一覧、情報システムに関する状況、公共福祉活動、厚生事業団活動の概況

6
　
営業職員・代理店教育・研修の概略

P．9をご覧ください。

7
　
新規開発商品の状況

　当社は「健康増進」をキーワードとし、「保険を、万一から毎日へ。」をコンセプトとして掲げ、これからの生命保険を「万一
のときに備えながら、同時に健康増進活動を通じて日ごろから意識するもの」にすることを目指しています。
　この方針に基づき、健康増進に着目したお客さまの暮らしに寄り添う生命保険商品・サービスを提供することで、お客さま満足
度の向上に努めています。

8
　
保険商品一覧

P．10をご覧ください。

9
　
情報システムに関する状況

（1）情報システムの概況
　安全かつ信頼性の高い情報システムを構築し、安定したシステム運用を推進することで、お客さまサービスの品質維持・向
上に努めております。

（2）情報セキュリティ強化
　お客さま情報の保護のための情報システム基盤の拡充を行い、情報セキュリティ対策、および、従業員への情報セキュリテ
ィ教育に取組んでいます。
今後もより安全で信頼性の高い情報システムを目指し、その維持・向上に取組んでまいります。

10
　
公共福祉活動、厚生事業団活動の概況

P．10をご覧ください。
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直近5事業年度における主要な業務の状況を示す指標

項　目 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

経常収益 32,198 61,617 19,107 12,755 12,723

経常利益（又は経常損失） △444 △1,444 △3,399 △3,974 △3,398

基礎利益 △742 △2,183 △2,232 △3,721 △3,078

当期純利益（又は当期純損失） △468 △1,599 △3,887 △4,425 △4,728

資本金の額および発行済株式の総数
17,199

54千株

17,199

54千株

17,199

54千株

19,749

105千株

22,599

162千株

総資産 137,255 82,627 64,164 56,520 52,688

うち特別勘定資産 107,562 37,933 24,165 21,428 20,920

責任準備金残高 121,964 72,867 58,350 48,983 43,969

貸付金残高 ─ ─ ─ ─ ─

有価証券残高 110,429 59,614 45,453 17,248 15,881

ソルベンシー･マージン比率 3,237.7% 1,969.8% 817.1% 907.9% 910.5％

従業員数 31名 75名 87名 114名 120名

保有契約高 131,859 73,818 926,670 1,266,033 1,674,254

うち個人保険 13,919 12,725 11,888 10,804 9,916

うち個人年金保険 117,940 61,064 45,277 37,779 32,383

うち団体保険 ─ 28 869,504 1,217,449 1,631,953

団体年金保険保有契約高 ─ ─ ─ ─ ─

Ⅳ　直近5事業年度における主要な業務の状況を示す指標
(単位：百万円)

(注) 個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任準備金を合計
したものです。
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貸借対照表

1
　
貸借対照表

期　別

科　目

2022年度末
(2023年3月31日現在)

2023年度末
(2024年3月31日現在)

期　別

科　目

2022年度末
(2023年3月31日現在)

2023年度末
(2024年3月31日現在)

金　額 金　額 金　額 金　額

(資産の部) (負債の部)

現金及び預貯金 5,602 8,406 保険契約準備金 50,015 45,567

預貯金 5,602 8,406 支払備金 660 742

金銭の信託 28,402 24,319 責任準備金 48,983 43,969

有価証券 17,248 15,881 契約者配当準備金 370 855

外国証券 4,172 3,236 代理店借 31 31

その他の証券 13,076 12,645 再保険借 45 94

有形固定資産 52 64 その他負債 1,175 789

建物 44 59 未払法人税等 5 4

その他の有形固定資産 8 5 未払金 621 185

無形固定資産 3,713 2,816 未払費用 499 517

ソフトウェア 3,323 2,516 預り金 16 19

その他の無形固定資産 390 300 資産除去債務 32 63

代理店貸 0 0 退職給付引当金 143 117

再保険貸 161 482 価格変動準備金 130 134

その他資産 1,339 716 負債の部合計 51,541 46,735

未収金 854 124 (純資産の部)

前払費用 394 474 資本金 19,749 22,599

未収収益 2 0 資本剰余金 19,749 22,599

預託金 88 117 資本準備金 19,749 22,599

その他の資産 0 0 利益剰余金 △34,517 △39,246

その他利益剰余金 △34,517 △39,246

繰越利益剰余金 △34,517 △39,246

株主資本合計 4,981 5,953

その他有価証券評価差額金 △2 △0

評価・換算差額等合計 △2 △0

純資産の部合計 4,979 5,953

資産の部合計 56,520 52,688 負債及び純資産の部合計 56,520 52,688

Ⅴ　財産の状況

(単位：百万円)
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損益計算書

2
　
損益計算書

期　別

科　目
( 2022年4月1日から2023年3月31日まで )

2022年度

　 ( 2023年4月1日から2024年3月31日まで )
2023年度

　
金　額 金　額

経常収益 12,755 12,723
保険料等収入 3,149 4,423
保険料 2,840 3,730
再保険収入 309 693

資産運用収益 54 3,126
利息及び配当金等収入 8 6

預貯金利息 0 0
有価証券利息・配当金 8 6
その他利息配当金 ─ 0

金銭の信託運用益 39 94
有価証券売却益 0 ─
為替差益 5 7
特別勘定資産運用益 ─ 3,017

その他経常収益 9,550 5,172
年金特約取扱受入金 163 143
責任準備金戻入額 9,366 5,014
退職給付引当金戻入額 13 14
その他の経常収益 7 0

経常費用 16,729 16,121
保険金等支払金 10,849 10,386
保険金 2,437 2,552
年金 6,933 6,018
給付金 806 954
解約返戻金 141 135
その他返戻金 0 0
再保険料 531 725

責任準備金等繰入額 488 82
支払備金繰入額 488 82

資産運用費用 420 0
支払利息 0 0
有価証券売却損 264 ─
特別勘定資産運用損 155 ─

事業費 3,577 4,070
その他経常費用 1,393 1,582
保険金据置支払金 147 134
税金 236 280
減価償却費 1,010 1,167
その他の経常費用 0 0

経常損失 △3,974 △3,398
特別利益 ─ 0

固定資産等処分益 ─ 0
特別損失 4 378

固定資産等処分損 ─ 374
価格変動準備金繰入額 4 4

契約者配当準備金繰入額 441 948
税引前当期純損失 △4,420 △4,724
法人税及び住民税 5 4
法人税等合計 5 4
当期純損失 △4,425 △4,728

(単位：百万円)
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キャッシュ・フロー計算書

3
　
キャッシュ・フロー計算書

期　別

科　目

( 2022年4月1日から2023年3月31日まで )
2022年度

　 ( 2023年4月1日から2024年3月31日まで )
2023年度

　
金　額 金　額

営業活動による
キャッシュ・フロー

税引前当期純利益（△は損失） △4,420 △4,724

減価償却費 1,009 1,167

支払備金の増減額（△は減少） 488 82

責任準備金の増減額（△は減少） △9,366 △5,014

契約者配当準備金繰入額 441 948

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24 △25

価格変動準備金の増減額（△は減少） 4 4

利息及び配当金等収入 △49 △102

有価証券関係損益（△は益） 1,668 △1,337

支払利息 0 0

為替差損益（△は益） △742 △976

代理店貸の増減額（△は増加） △0 △0

再保険貸の増減額（△は増加） △137 △320

その他資産（除く投資活動関連、
財務活動関連）の増減額（△は増加） 872 2,477

代理店借の増減額（△は減少） 19 0

再保険借の増減額（△は減少） 2 49

その他負債（除く投資活動関連、
財務活動関連）の増減額（△は減少） 582 △385

小　計 △9,652 △8,159

利息及び配当金等の受取額 46 104

利息の支払額 △0 △0

契約者配当金の支払額 △568 △463

法人税等の支払額 △4 △5

営業活動によるキャッシュ・フロー △10,178 △8,524

投資活動による
キャッシュ・フロー

金銭の信託の増加による支出 △23,779 ─

金銭の信託の減少による収入 ─ 4,490

有価証券の取得による支出 △2,904 △101

有価証券の売却・償還による収入 28,887 1,202

資産運用活動計 2,204 5,591

（営業活動及び資産運用活動計） (△7,973) (△2,932)

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,204 5,591

財務活動による
キャッシュ・フロー

株式の発行による収入 5,100 5,700

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,100 5,700

現金及び現金同等物に係る換算差額 16 35

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,856 2,803

現金及び現金同等物期首残高 8,459 5,602

現金及び現金同等物期末残高 5,602 8,406

(単位：百万円)
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株主資本等変動計算書

4
　
株主資本等変動計算書

＜2022年度（2022年4月1日から2023年3月31日まで）＞ (単位：百万円)
株主資本 評価・換算差額等

純資産
合　計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合　　計

その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本準備金

その他
利益剰余金
繰越

利益剰余金

2022年3月31日残高 17,199 17,199 △30,092 4,307 △104 △104 4,203

当期変動額

新株の発行 2,550 2,550 5,100 5,100

当期純損失 △4,425 △4,425 △4,425

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額) 101 101 101

当期変動額合計 2,550 2,550 △4,425 674 101 101 775

2023年3月31日残高 19,749 19,749 △34,517 4,981 △2 △2 4,979

＜2023年度（2023年4月1日から2024年3月31日まで）＞ (単位：百万円)
株主資本 評価・換算差額等

純資産
合　計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合　　計

その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本準備金

その他
利益剰余金
繰越

利益剰余金

2023年3月31日残高 19,749 19,749 △34,517 4,981 △2 △2 4,979

当期変動額

新株の発行 2,850 2,850 5,700 5,700

当期純損失 △4,728 △4,728 △4,728

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額) 2 2 2

当期変動額合計 2,850 2,850 △4,728 971 2 2 973

2024年3月31日残高 22,599 22,599 △39,246 5,953 △0 △0 5,953
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注記、保険業法に基づく債権の状況、元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2022年度 2023年度

1. 会計方針に関する事項
(1) 有価証券（金銭の信託において信託財産として運用して

いる有価証券を含む）の評価は、売買目的有価証券につ
いては時価法(売却原価の算定は移動平均法)、「保険業
における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上
及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査
委員会報告第21号）に基づく責任準備金対応債券につい
ては移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有
価証券のうち時価のあるものについては、決算日の市場
価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）
によっております。 なお、その他有価証券の評価差額に
ついては、全部純資産直入法により処理しております。

(2) 責任準備金対応債券（金銭の信託において信託財産とし
て運用している責任準備金対応債券を含む）に係るリス
ク管理の概要は、次のとおりであります。保険商品の特
性に応じて小区分を設定し、金利リスクを適切に管理す
るために、小区分を踏まえた資産運用方針を策定してお
ります。また、責任準備金と責任準備金対応債券のデュ
レーションが一定幅の中で一致していることを、定期的
に検証しております。なお、小区分は次のとおり設定し
ております。
・円建年金負債契約群

(3) 有形固定資産の減価償却の方法（リース資産を除く）
有形固定資産の減価償却は定率法（2016年4月1日以降
に取得した建物付属設備、構築物については定額法）に
よっております。
なお、その他の有形固定資産のうち取得価額が10万円以
上20万円未満のものについては、3年間で均等償却を行
っております。

(4) 無形固定資産の減価償却の方法
無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアに
ついては、利用可能期間に基づく定額法によっておりま
す。

(5) 外貨建資産等の本邦通貨への換算基準
外貨建資産・負債は、決算日の為替相場により円換算し
ております。

(6) 引当金の計上方法
①貸倒引当金

貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基
準に則り、次のとおり計上することとしております。

破産、民事再生等、法的形式的な経営破綻の事実が発
生している債務者に対する債権及び実質的に経営破綻
に陥っている債務者に対する債権については、債権額
から担保の回収可能見込額及び保証による回収可能見
込額を控除し、その残額を計上することとしておりま
す。また、現状、経営破綻の状況にはないが、今後経
営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対
する債権については、債権額から担保の回収可能見込
額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額
のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必要と認
める額を計上することとしております。上記以外の債
権については、過去の一定期間における貸倒実績等か
ら算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を計上する
こととしております。

1. 会計方針に関する事項
(1) 有価証券（金銭の信託において信託財産として運用して

いる有価証券を含む）の評価は、売買目的有価証券につ
いては時価法(売却原価の算定は移動平均法)、「保険業
における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上
及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査
委員会報告第21号）に基づく責任準備金対応債券につい
ては移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有
価証券のうち時価のあるものについては、決算日の市場
価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）
によっております。 なお、その他有価証券の評価差額に
ついては、全部純資産直入法により処理しております。

(2) 責任準備金対応債券（金銭の信託において信託財産とし
て運用している責任準備金対応債券を含む）に係るリス
ク管理の概要は、次のとおりであります。保険商品の特
性に応じて小区分を設定し、金利リスクを適切に管理す
るために、小区分を踏まえた資産運用方針を策定してお
ります。また、責任準備金と責任準備金対応債券のデュ
レーションが一定幅の中で一致していることを、定期的
に検証しております。なお、小区分は次のとおり設定し
ております。
・円建年金負債契約群

(3) 有形固定資産の減価償却の方法（リース資産を除く）
有形固定資産の減価償却は定率法（2016年4月1日以降
に取得した建物付属設備、構築物については定額法）に
よっております。
なお、その他の有形固定資産のうち取得価額が10万円以
上20万円未満のものについては、3年間で均等償却を行
っております。

(4) 無形固定資産の減価償却の方法
無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアに
ついては、利用可能期間に基づく定額法によっておりま
す。

(5) 外貨建資産等の本邦通貨への換算基準
外貨建資産・負債は、決算日の為替相場により円換算し
ております。

(6) 引当金の計上方法
①貸倒引当金

貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基
準に則り、次のとおり計上することとしております。

破産、民事再生等、法的形式的な経営破綻の事実が発
生している債務者に対する債権及び実質的に経営破綻
に陥っている債務者に対する債権については、債権額
から担保の回収可能見込額及び保証による回収可能見
込額を控除し、その残額を計上することとしておりま
す。また、現状、経営破綻の状況にはないが、今後経
営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対
する債権については、債権額から担保の回収可能見込
額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額
のうち、債務者の支払能力を総合的に判断し必要と認
める額を計上することとしております。上記以外の債
権については、過去の一定期間における貸倒実績等か
ら算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を計上する
こととしております。

貸借対照表の注記
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注記、保険業法に基づく債権の状況、元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2022年度 2023年度

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連
部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産
監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に
基づいて上記の引当を行うこととしております。

ただし、上記の手続きにおいて査定した結果、当社の
債権について全額回収可能であると判断したため、貸
倒引当金は、計上しておりません。

②退職給付引当金
退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、
企業会計基準第26号「退職給付に関する会計基準」
（企業会計基準委員会）に基づく小規模企業等におけ
る簡便法を採用し、当事業年度末における要支給額
（人事制度変更によるものを含む）を計上しておりま
す。また、組織改編及び人事制度変更等に伴う割増退
職金も併せて計上しております。

(7) 価格変動準備金の計上方法
価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算
出した額を計上しております。

(8) 消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によって
おります。ただし、資産に係る控除対象外消費税等のう
ち、税法に定める繰延消費税等については、その他資産
に計上し5年間で均等償却し、繰延消費税等以外のもの
については、発生年度に費用処理しております。

(9) 責任準備金の会計処理
期末時点において、保険契約上の責任が開始している契
約について、保険契約に基づく将来における債務の履行
に備えるため、保険業法第116条第1項に基づき、保険
料及び責任準備金の算出方法書（保険業法第4条第2項第
4号）に記載された方法に従って計算し、責任準備金を
積み立てております。なお、保険業法施行規則第71条に
基づき、再保険を付した部分に相当する責任準備金につ
いては積み立てておりません。

責任準備金のうち保険料積立金については、次の方式に
より計算しています。
①標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が
定める方式（平成8年大蔵省告示第48号）
②標準責任準備金の対象とならない契約については、平
準純保険料式
なお、責任準備金の一部については、保険業法第121条
第1項及び保険業法施行規則第80条に基づき、毎決算期
において責任準備金が適正に積み立てられているかどう
かを保険計理人が確認しております。

責任準備金のうち危険準備金については、保険業法第
116条及び保険業法施行規則第69条第1項第3号に基づ
き、保険契約に基づく将来の債務を確実に履行するた
め、将来発生が見込まれる危険に備えて積み立てており
ます。

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連
部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産
監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に
基づいて上記の引当を行うこととしております。

ただし、上記の手続きにおいて査定した結果、当社の
債権について全額回収可能であると判断したため、貸
倒引当金は、計上しておりません。

②退職給付引当金
退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、
企業会計基準第26号「退職給付に関する会計基準」
（企業会計基準委員会）に基づく小規模企業等におけ
る簡便法を採用し、当事業年度末における要支給額
（人事制度変更によるものを含む）を計上しておりま
す。また、組織改編及び人事制度変更等に伴う割増退
職金も併せて計上しております。

(7) 価格変動準備金の計上方法
価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算
出した額を計上しております。

(8) 消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によって
おります。ただし、資産に係る控除対象外消費税等のう
ち、税法に定める繰延消費税等については、その他資産
に計上し5年間で均等償却し、繰延消費税等以外のもの
については、発生年度に費用処理しております。

(9) 責任準備金の会計処理
期末時点において、保険契約上の責任が開始している契
約について、保険契約に基づく将来における債務の履行
に備えるため、保険業法第116条第1項に基づき、保険
料及び責任準備金の算出方法書（保険業法第4条第2項第
4号）に記載された方法に従って計算し、責任準備金を
積み立てております。なお、保険業法施行規則第71条に
基づき、再保険を付した部分に相当する責任準備金につ
いては積み立てておりません。

責任準備金のうち保険料積立金については、次の方式に
より計算しています。
①標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が
定める方式（平成8年大蔵省告示第48号）
②標準責任準備金の対象とならない契約については、平
準純保険料式
なお、責任準備金の一部については、保険業法第121条
第1項及び保険業法施行規則第80条に基づき、毎決算期
において責任準備金が適正に積み立てられているかどう
かを保険計理人が確認しております。

責任準備金のうち危険準備金については、保険業法第
116条及び保険業法施行規則第69条第1項第3号に基づ
き、保険契約に基づく将来の債務を確実に履行するた
め、将来発生が見込まれる危険に備えて積み立てており
ます。
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注記、保険業法に基づく債権の状況、元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2022年度 2023年度

(10) 既発生未報告支払備金（まだ支払事由の発生の報告を
受けていないが保険契約に規定する支払事由が既に発
生したと認める保険金等をいう。以下同じ。）につい
ては、新型コロナウイルス感染症と診断され、宿泊施
設または自宅にて医師等の管理下で療養をされた場合
（以下「みなし入院」という。）の入院給付金等の支
払対象を当事業年度中に変更したことにより、平成10
年大蔵省告示第234号（以下「IBNR告示」という。）
第1条第1項本則に基づく計算では適切な水準の額を算
出することができないことから、IBNR告示第1条第1
項ただし書の規定に基づき、以下の方法により算出し
た額を計上しております。

IBNR告示第1条第1項本則に掲げるすべての事業年度
の既発生未報告支払備金積立所要額及び保険金等の支
払額から、重症化リスクの高い方（以下「４類型」）
以外のみなし入院に係る額を除外した上で、IBNR告示
第1条第1項本則と同様の方法により算出しておりま
す。
また、診断日が2022年9月25日以前の４類型以外の
みなし入院に係る額を推計するために用いた４類型の
みなし入院に係る額は、2022年9月26日以降の全国
新規感染者数のうち当社の４類型に係るみなし入院の
件数が占める割合を2022年9月25日以前の全国新規
感染者数のうち当社が支払ったみなし入院の件数が占
める割合で除して得られた率を、診断日が2022年9月
25日以前の方に支払ったみなし入院に係る額に乗じて
推計しております。

(11)「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第31号 2021年6月17日。以下「時価算定
会計基準適用指針」という。）を当期首から適用し、時
価算定会計基準適用指針第27-2項に定める経過的な取扱
いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな
会計方針を、将来にわたって適用することとしておりま
す。

2. 金融商品の状況に関する事項、金融商品の時価等に関す
る事項及び金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に
関する事項
①金融商品の状況及び時価等に関する事項

保険業法第118条第1項に規定する特別勘定以外の勘
定である一般勘定の資産運用は、資産運用に関する基
本方針に基づいて行っております。この方針に基づ
き、具体的には、公社債および公社債に投資する金銭
の信託に投資しております。
なお、主な金融商品として、有価証券は市場リスク及
び信用リスクに晒されております。
市場リスクの管理にあたっては、資産運用リスク管理
方針に従い、許容されるリスクの範囲内で適切な資産
配分を行っております。信用リスクの管理にあたって
は、資産運用リスク管理方針に従い、信用リスクが特
定の企業・グループに集中することを防止するためリ
スク量を許容範囲内にコントロールしております。

主な金融資産及び金融負債に係る貸借対照表計上額、
時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。

(10) 既発生未報告支払備金（まだ支払事由の発生の報告を
受けていないが保険契約に規定する支払事由が既に発
生したと認める保険金等をいう。以下同じ。）につい
ては、新型コロナウイルス感染症と診断され、宿泊施
設または自宅にて医師等の管理下で療養をされた場合
（以下「みなし入院」という。）等に入院給付金等を
支払う特別取扱を2023年5月8日以降終了したことに
より、平成10年大蔵省告示第234号（以下「IBNR告
示」という。）第1条第1項本則に基づく計算では適切
な水準の額を算出することができないことから、IBNR
告示第1条第1項ただし書の規定に基づき、以下の方法
により算出した額を計上しております。

（計算方法の概要）
IBNR告示第1条第1項本則に掲げるすべての事業年度
の既発生未報告支払備金積立所要額及び保険金等の支
払額から、みなし入院に係る額を除外した上で、IBNR
告示第1条第1項本則と同様の方法により算出しており
ます。
なお、前事業年度末においては、当該みなし入院に係
る額の代わりに、重症化リスクの高い方以外のみなし
入院に係る額を除外しておりましたが、当事業年度中
にみなし入院の入院給付金の取扱いを終了したことに
より、当該みなし入院に係る額を除外して算出する方
法に見直しております。

2. 金融商品の状況に関する事項、金融商品の時価等に関す
る事項及び金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に
関する事項
①金融商品の状況及び時価等に関する事項

保険業法第118条第1項に規定する特別勘定以外の勘
定である一般勘定の資産運用は、資産運用に関する基
本方針に基づいて行っております。この方針に基づ
き、具体的には、公社債および公社債に投資する金銭
の信託に投資しております。
なお、主な金融商品として、有価証券は市場リスク及
び信用リスクに晒されております。
市場リスクの管理にあたっては、リスク管理方針に従
い、許容されるリスクの範囲内で適切な資産配分を行
っております。信用リスクの管理にあたっては、リス
ク管理方針に従い、信用リスクが特定の企業・グルー
プに集中することを防止するためリスク量を許容範囲
内にコントロールしております。

主な金融資産及び金融負債に係る貸借対照表計上額、
時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。
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注記、保険業法に基づく債権の状況、元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2022年度 2023年度

貸借対照表
計上額 時価 差額

金銭の信託 28,402 28,366 △35
売買目的有価証券 4,582 4,582 ─
責任準備金対応債券 23,819 23,784 △35

有価証券 17,248 17,248 ─
売買目的有価証券 15,549 15,549 ─
その他有価証券 1,698 1,698 ─

資産計 45,650 45,615 △35

区　分 時価
レベル1 レベル2 レベル3 合計

金銭の信託 ─ 4,582 ─ 4,582
売買目的有価証券 ─ 4,582 ─ 4,582

有価証券 ─ 17,248 ─ 17,248
売買目的有価証券 ─ 15,549 ─ 15,549
その他有価証券 ─ 1,698 ─ 1,698

資産計 ─ 21,831 ─ 21,831

区　分 時価
レベル1 レベル2 レベル3 合計

金銭の信託 ─ 23,784 ─ 23,784
責任準備金対応債券 ─ 23,784 ─ 23,784

資産計 ─ 23,784 ─ 23,784

(単位：百万円)

なお、短期間で決済されるため時価が簿価に近似する金
融商品については、注記を省略しております。

②金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事
　項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの
観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレベル
に分類しております。
レベル1の時価：同一の資産又は負債の活発な市場に
おける（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル2の時価：レベル1 のインプット以外の直接又
は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時
価
レベル3の時価：重要な観察できないインプットを使
用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使
用している場合には、それらのインプットがそれぞれ
属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が
最も低いレベルに時価を分類しております。

ア.時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産及び金
融負債

(単位：百万円)

イ.時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び
　金融負債

（単位：百万円)

　

貸借対照表
計上額 時価 差額

金銭の信託 24,319 24,144 △175
売買目的有価証券 4,895 4,895 ─
責任準備金対応債券 19,424 19,248 △175

有価証券 15,881 15,881 ─
売買目的有価証券 15,281 15,281 ─
その他有価証券 599 599 ─

資産計 40,201 40,025 △175

区　分 時価
レベル1 レベル2 レベル3 合計

金銭の信託 ─ 4,895 ─ 4,895
売買目的有価証券 ─ 4,895 ─ 4,895

有価証券 ─ 15,881 ─ 15,881
売買目的有価証券 ─ 15,281 ─ 15,281
その他有価証券 ─ 599 ─ 599

資産計 ─ 20,776 ─ 20,776

区　分 時価
レベル1 レベル2 レベル3 合計

金銭の信託 ─ 19,248 ─ 19,248
責任準備金対応債券 ─ 19,248 ─ 19,248

資産計 ─ 19,248 ─ 19,248

(単位：百万円)

なお、短期間で決済されるため時価が簿価に近似する金
融商品については、注記を省略しております。

②金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事
　項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの
観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレベル
に分類しております。
レベル1の時価：同一の資産又は負債の活発な市場に
おける（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル2の時価：レベル1 のインプット以外の直接又
は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時
価
レベル3の時価：重要な観察できないインプットを使
用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使
用している場合には、それらのインプットがそれぞれ
属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が
最も低いレベルに時価を分類しております。

ア.時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産及び金
融負債

(単位：百万円)

イ.時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び
　金融負債

（単位：百万円)
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注記、保険業法に基づく債権の状況、元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2022年度 2023年度

1年内 1年超
5年以内 5年超 合計

税務上の
繰越欠損金(※1) 87 126 2,826 3,040

評価性引当額 △87 △126 △2,826 △3,040
繰延税金資産 ─ ─ ─ ─

ウ. 時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
（i）有価証券(預貯金・買入金銭債権のうち「金融商

品に関する会計基準」(企業会計基準第10号)に基
づく有価証券として取扱うもの及び金銭の信託に
おいて信託財産として運用している有価証券を含
む)
有価証券については、活発な市場における無調整
の相場価格を利用できるものはレベル1の時価に分
類しております。公表された相場価格を用いてい
たとしても市場が活発でない場合にはレベル2の時
価に分類しております。また、市場における取引
価格が存在しない投資信託について、解約又は買
戻請求に関して市場参加者からリスクの対価を求
められるほどの重要な制限がない場合には基準価
額を時価とし、レベル2の時価に分類しておりま
す。相場価格が入手できない場合には、将来キャ
ッシュ・フローの割引現在価値法などの評価技法
を用いて時価を算定しております。評価にあたっ
ては観察可能なインプットを最大限利用してお
り、インプットには、TIBOR、国債利回り、期限
前返済率、信用スプレッド、倒産確率、倒産時の
損失率等が含まれます。算定にあたり重要な観察
できないインプットを用いている場合には、レベ
ル3の時価に分類しております。

3. 有形固定資産の減価償却累計額は190百万円であります。

4. 保険業法第118条に規定する特別勘定資産の額は21,428
百万円であります。なお、負債の額も同額であります。

5. 関係会社に対する金銭債務の総額は5百万円であります。

6. 繰延税金資産の総額は3,810百万円であります。繰延税
金負債の総額は５百万円であります。
繰延税金資産のうち評価性引当額として控除した額は
3,805百万円であります。
繰延税金資産の発生の主な原因別内訳は、繰越欠損金
3,040百万円、保険契約準備金491百万円、未払費用
（未確定債務）95百万円、未払費用（賞与）40百万
円、退職給付引当金40百万円であります。繰延税金資産
から評価性引当額として控除された額のうち、税務上の
繰越欠損金に係る評価性引当額は3,040百万円、将来減
算一時差異等の合計に係る評価性引当額は765百万円で
あります。
繰延税金負債の発生の原因別内訳は、資産除去債務に対
応する資産5百万円であります。

税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別
の金額は次のとおりです。

(単位：百万円)

(※1) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であ
ります。

1年内 1年超
5年以内 5年超 合計

税務上の
繰越欠損金(※1) 8 305 3,747 4,062

評価性引当額 △8 △305 △3,747 △4,062
繰延税金資産 ─ ─ ─ ─

ウ. 時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
（i）有価証券(預貯金・買入金銭債権のうち「金融商

品に関する会計基準」(企業会計基準第10号)に基
づく有価証券として取扱うもの及び金銭の信託に
おいて信託財産として運用している有価証券を含
む)
有価証券については、活発な市場における無調整
の相場価格を利用できるものはレベル1の時価に分
類しております。公表された相場価格を用いてい
たとしても市場が活発でない場合にはレベル2の時
価に分類しております。また、市場における取引
価格が存在しない投資信託について、解約又は買
戻請求に関して市場参加者からリスクの対価を求
められるほどの重要な制限がない場合には基準価
額を時価とし、レベル2の時価に分類しておりま
す。相場価格が入手できない場合には、将来キャ
ッシュ・フローの割引現在価値法などの評価技法
を用いて時価を算定しております。評価にあたっ
ては観察可能なインプットを最大限利用してお
り、インプットには、TIBOR、国債利回り、期限
前返済率、信用スプレッド、倒産確率、倒産時の
損失率等が含まれます。算定にあたり重要な観察
できないインプットを用いている場合には、レベ
ル3の時価に分類しております。

3. 有形固定資産の減価償却累計額は150百万円であります。

4. 保険業法第118条に規定する特別勘定資産の額は20,920
百万円であります。なお、負債の額も同額であります。

5. 関係会社に対する金銭債権の総額は25百万円、金銭債務
の総額は10百万円であります。

6. 繰延税金資産の総額は5,053百万円であります。繰延税
金負債の総額は16百万円であります。
繰延税金資産のうち評価性引当額として控除した額は
5,036百万円であります。
繰延税金資産の発生の主な原因別内訳は、繰越欠損金
4,062百万円、保険契約準備金572百万円、減価償却超
過額172百万円、未払費用（未確定債務）93百万円、未
払費用（賞与）46百万円であります。繰延税金資産から
評価性引当額として控除された額のうち、税務上の繰越
欠損金に係る評価性引当額は4,062百万円、将来減算一
時差異等の合計に係る評価性引当額は974百万円であり
ます。
繰延税金負債の発生の原因別内訳は、資産除去債務に対
応する資産16百万円であります。

税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別
の金額は次のとおりです。

(単位：百万円)

(※1) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であ
ります。
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注記、保険業法に基づく債権の状況、元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2022年度 2023年度

当期首現在高 498 百万円
当期契約者配当金支払額 568 百万円
利息による増加等 ─ 百万円
契約者配当準備金繰入額 441 百万円
当期末現在高 370 百万円

退職給付引当金の期首残高 168 百万円
退職給付の支払額 △11 百万円
確定拠出年金制度への移行に伴う減少額 △13 百万円
退職給付引当金の期末残高 143 百万円

7. 契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。

8. 担保に供されている資産の額
該当ありません。

9. 保険業法施行規則第73条第3項において準用する同規則
第71条第1項に規定する再保険を付した部分に相当する
支払備金（以下「出再支払備金」という。）の金額は23
百万円であり、同規則第71条第1項に規定する再保険を
付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備
金」という。）の金額は1,947百万円であります。

10.１株当たりの純資産額は47,422円36銭であります。

11.責任準備金は、修正共同保険式再保険に基づく再保険会
社からの預り責任準備金41百万円を含んでおります。

12. 平成8年大蔵省告示第50号第1条第5項に規定する再保
険契約に係る未償却出再手数料の当年度末残高は148百
万円であります。

13.退職給付に関する事項は次のとおりです。
(1) 採用している退職給付制度の概要

当社は、従業員の退職給付に備えるため、退職一時金
制度を設けております。なお、当社の退職一時金制度
は、簡便法により退職給付に係る負債及び退職給付費
用を計算しております。
当社は、2021年7月に退職一時金制度の一部について
確定拠出年金制度へ移行しております。

(2) 退職一時金制度
①退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

②退職給付に関連する損益
簡便法で計算した退職給付費用  △13百万円
退職給付費用は、確定拠出年金制度への移行に伴う減
少額であります。

(3) 確定拠出制度
当社の確定拠出制度への要拠出額は、55百万円であり
ます。

14.金額は記載単位未満を切捨てて表示しております。

当期首現在高 370 百万円
当期契約者配当金支払額 463 百万円
利息による増加等 ─ 百万円
契約者配当準備金繰入額 948 百万円
当期末現在高 855 百万円

退職給付引当金の期首残高 143 百万円
退職給付の支払額 △11 百万円
確定拠出年金制度への移行に伴う減少額 △14 百万円
退職給付引当金の期末残高 117 百万円

7. 契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。

8. 担保に供されている資産の額
該当ありません。

9. 保険業法施行規則第73条第3項において準用する同規則
第71条第1項に規定する再保険を付した部分に相当する
支払備金（以下「出再支払備金」という。）の金額は18
百万円であり、同規則第71条第1項に規定する再保険を
付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備
金」という。）の金額は1,519百万円であります。

10.１株当たりの純資産額は36,748円86銭であります。

11.責任準備金は、修正共同保険式再保険に基づく再保険会
社からの預り責任準備金142百万円を含んでおります。

12.平成8年大蔵省告示第50号第1条第5項に規定する再保険
契約に係る未償却出再手数料の当年度末残高は464百万
円であります。

13.退職給付に関する事項は次のとおりです。
(1) 採用している退職給付制度の概要

当社は、従業員の退職給付に備えるため、退職一時金
制度及び確定拠出年金制度を設けております。
なお、当社の退職一時金制度は、簡便法により退職給
付に係る負債及び退職給付費用を計算しております。
当社は、2021年7月に退職一時金制度の一部について
確定拠出年金制度へ移行しております。

(2) 退職一時金制度
①退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

②退職給付に関連する損益
簡便法で計算した退職給付費用  △14百万円
退職給付費用は、確定拠出年金制度への移行に伴う減
少額であります。

(3) 確定拠出制度
当社の確定拠出制度への要拠出額は、65百万円であり
ます。

14.金額は記載単位未満を切捨てて表示しております。
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注記、保険業法に基づく債権の状況、元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2022年度

種類 会社等の
名称

議決権の数の
被所有割合

（％）
取引の
内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

親会社
イオンフィナン
シャルサービス
株式会社

直接 60
株主割り当てによる
新株発行（注1）

従業員の出向

3,060

51

─

未払費用

─

3

その他の
関係会社

アリアンツ
エスイー 直接 40 株主割り当てによる

新株発行（注1） 2,040 ─ ─

その他の
関係会社
の子会社

アリアンツグロ
ーバルライフ デ
ジグネイテッド 
アクティビティ
カンパニー

─
再保険金等の受取

再保険料等の支払
（注2）

107

444

再保険貸

再保険借

7

34

親会社の
子会社

株式会社イオン
銀行 ─

団体信用生命保険
保険料の受取

保険金等の支払

契約者配当金の支払
（注2）

2,585

1,570

479

─

支払備金

契約者配当
準備金

─

120

343

1. 保険料等収入及び保険金等支払金の計上基準は、次のとおりであります。
(1) 保険料等収入（再保険収入を除く）

保険料のうち初回保険料は、原則として収納があり、保険契約上の責任が開始しているものについて、当該収納した金額
により計上しております。
また、2回目以降保険料は、収納があったものについて、当該金額により計上しております。

(2) 保険金等支払金（再保険料を除く）
保険金等支払金（再保険料を除く）は、保険約款に基づく支払事由が発生し、当該約款に基づいて算出された金額を支払
った契約について、当該金額により計上しております。
なお、保険業法第117条及び保険業法施行規則第72条に基づき、期末時点において支払義務が発生したもの、又は、まだ
支払事由の報告を受けていないものの支払事由が既に発生したと認められるもののうち、それぞれ保険金等の支出として
計上していないものについて、支払備金を積み立てております。

(3) 再保険収入及び再保険料
保険料等収入のうち、再保険収入は、主として再保険金であり、再保険契約に基づき受取事由が発生したものについて、
再保険契約に基づき算出した金額を計上しております。また、保険金等支払金のうち、再保険料は再保険契約に基づき支
払義務が発生したものについて、再保険契約に基づき算出した金額を計上しております。
なお、新契約の一部（以下、出再契約）を対象として修正共同保険式再保険を行っております。修正共同保険式再保険
は、出再契約のリスク及び収支構造の一部を一定期間再保険会社に移転するものです。出再契約にかかる新契約費の一部
は再保険収入に含まれる出再手数料として収益計上し、未償却出再手数料として再保険貸に資産計上され、その後一定の
期間において費用である再保険料を含む再保険収支に基づいて段階的に償却されます。

2. 関係会社との取引による費用の総額は76百万円であります。

3. 有価証券売却益の内訳は、株式等0百万円であります。

4. 有価証券売却損の内訳は、株式等264百万円であります。

5. 支払備金繰入額の計算上、差し引かれた出再支払備金繰入額の金額は３百万円、責任準備金戻入額の計算上、足し上げら
れた出再責任準備金繰入額の金額は503百万円であります。

6. １株当たり当期純損失は47,886円 10銭であります。

7. 再保険収入には、修正共同保険式再保険に係る再保険収入が197百万円含まれております。

8. 再保険収入には、平成8年大蔵省告示第50号第1条第5項に規定する再保険契約に係る未償却出再手数料の増加額131百万
円が含まれております。

9. 再保険料には、修正共同保険式再保険に係る再保険料が71百万円含まれております。

10.関連当事者との取引は以下のとおりであります。

上記の金額の取引金額、期末残高には消費税等が含まれておりません。
（注1）当社の行った株主割当増資を、イオンフィナンシャルサービス株式会社ならびにアリアンツエスイーが1株につき

100,000円で引き受けたものであります。
（注2）取引条件は市場を勘案して合理的に決定しております。

11.親会社に関する情報
イオンフィナンシャルサービス株式会社は東京証券取引所に上場しております。

12.金額は記載単位未満を切捨てて表示しております。

損益計算書の注記
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注記、保険業法に基づく債権の状況、元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2023年度

種類 会社等の
名称

議決権の数の
被所有割合

（％）
取引の
内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

親会社
イオンフィナン
シャルサービス
株式会社

直接 74.1 新株発行（注1） 5,700 ─ ─

その他の
関係会社
の子会社

アリアンツグロ
ーバルライフ デ
ジグネイテッド 
アクティビティ　
カンパニー

─
再保険金等の受取

再保険料等の支払
（注2）

103

415

再保険貸

再保険借

12

68

親会社の
子会社

株式会社イオン
銀行 ─

団体信用生命保険
保険料の受取

保険金等の支払

契約者配当金の支払
（注2）

3,146

1,485

343

─

支払備金

契約者配当
準備金

─

190

776

1. 保険料等収入及び保険金等支払金の計上基準は、次のとおりであります。
(1) 保険料等収入（再保険収入を除く）

保険料のうち初回保険料は、原則として収納があり、保険契約上の責任が開始しているものについて、当該収納した金額
により計上しております。
また、2回目以降保険料は、収納があったものについて、当該金額により計上しております。

(2) 保険金等支払金（再保険料を除く）
保険金等支払金（再保険料を除く）は、保険約款に基づく支払事由が発生し、当該約款に基づいて算出された金額を支払
った契約について、当該金額により計上しております。
なお、保険業法第117条及び保険業法施行規則第72条に基づき、期末時点において支払義務が発生したもの、又は、まだ
支払事由の報告を受けていないものの支払事由が既に発生したと認められるもののうち、それぞれ保険金等の支出として
計上していないものについて、支払備金を積み立てております。

(3) 再保険収入及び再保険料
保険料等収入のうち、再保険収入は、主として再保険金であり、再保険契約に基づき受取事由が発生したものについて、
再保険契約に基づき算出した金額を計上しております。また、保険金等支払金のうち、再保険料は再保険契約に基づき支
払義務が発生したものについて、再保険契約に基づき算出した金額を計上しております。
なお、新契約の一部（以下、出再契約）を対象として修正共同保険式再保険を行っております。修正共同保険式再保険
は、出再契約のリスク及び収支構造の一部を一定期間再保険会社に移転するものです。出再契約にかかる新契約費の一部
は再保険収入に含まれる出再手数料として収益計上し、未償却出再手数料として再保険貸に資産計上され、その後一定の
期間において費用である再保険料を含む再保険収支に基づいて段階的に償却されます。

2. 関係会社との取引による費用の総額は125百万円であります。

3. 支払備金繰入額の計算上、足し上げられた出再支払備金戻入額の金額は4百万円、責任準備金戻入額の計算上、差し引かれ
た出再責任準備金戻入額の金額は428百万円であります。

4. １株当たり当期純損失は39,065円51銭であります。

5. 再保険収入には、修正共同保険式再保険に係る再保険収入が553百万円含まれております。

6. 再保険収入には、平成8年大蔵省告示第50号第1条第5項に規定する再保険契約に係る未償却出再手数料の増加額316百万
円が含まれております。

7. 再保険料には、修正共同保険式再保険に係る再保険料が263百万円含まれております。

8. 関連当事者との取引は以下のとおりであります。

上記の金額の取引金額、期末残高には消費税等が含まれておりません。
（注1）当社の行った増資を、1株につき100,000円で引き受けたものであります。
（注2）取引条件は市場を勘案して合理的に決定しております。

9. 親会社に関する情報
イオンフィナンシャルサービス株式会社は東京証券取引所に上場しております。

10.金額は記載単位未満を切捨てて表示しております。
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注記、保険業法に基づく債権の状況、元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況

2022年度 2023年度

当期首
株式数

当期増加
株式数

当期減少
株式数

当期末
株式数

発行済株式

普通株式 54,000株 51,000株 ─ 105,000株

合　計 54,000株 51,000株 ─ 105,000株

1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項

普通株式の発行済株式数の増加51,000株はイオンフィナン
シャルサービス株式会社及びアリアンツエスイーを割当先と
する新株の発行による増加であります。

当期首
株式数

当期増加
株式数

当期減少
株式数

当期末
株式数

発行済株式

普通株式 105,000株 57,000株 ─ 162,000株

合　計 105,000株 57,000株 ─ 162,000株

1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項

普通株式の発行済株式数の増加57,000株は新株の発行によ
る増加であります。

2022年度 2023年度

1. 重要な新株の発行に関する事項
2023年６月23日開催の取締役会において、財務基盤の
強化を目的として、払込期日を９月30日とする57億円
の増資を決議いたしました。
なお、会社法第199条第１項に定める各号のうち未定事
項については、改めて取締役会、株主総会を開催し決議
します。

2024年 7 月19日 16,000株
2024年11月29日 25,000株

2024年 7 月19日 1,600,000,000円
2024年11月29日 2,500,000,000円

2024年 7 月19日 800,000,000円
2024年11月29日 1,250,000,000円

1. 重要な新株の発行に関する事項
2024年5月23日開催の取締役会において、財務基盤の
強化を目的として、2024年7月19日および2024年11
月29日を払込期日とする増資を決議いたしました。概要
は以下のとおりであります。

(1) 払込期日および募集株式の種類及び数 普通株式 41,000株

(2) 発行価額 1株につき金100,000円
(3) 払込金額の総額 4,100,000,000円

(4) 資本組入額 1株につき金50,000円
(5) 資本組入額の総額2,050,000,000円

　

株主資本等変動計算書の注記

重要な後発事象

5
　

保険業法に基づく債権の状況
該当ありません。

6
　

元本補填契約のある信託に係る貸出金の状況
該当ありません。
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保険金等の支払能力の充実の状況

7
　

保険金等の支払能力の充実の状況（ソルベンシー・マージン比率）
項　目 2022年度末 2023年度末

ソルベンシー・マージン総額　　(A) 6,446 7,744

資本金等 4,981 5,953

価格変動準備金 130 134

危険準備金 1,337 1,656

一般貸倒引当金 ─ ─

｛その他有価証券評価差額金（税効果控除前）・繰延ヘッジ
損益（税効果控除前）｝×90％（マイナスの場合100％） △2 △0

土地の含み損益×85％（マイナスの場合100％） ─ ─

全期チルメル式責任準備金相当額超過額 ─ ─

負債性資本調達手段等 ─ ─

全期チルメル式責任準備金相当額超過額および負債性
資本調達手段等のうち、マージンに算入されない額 ─ ─

控除項目 ─ ─

その他 ─ ─

リスクの合計額 （R1＋R8）2＋（R2＋R3＋R7）2＋R4 (B) 1,420 1,700

保険リスク相当額 R1 722 954

第三分野保険の保険リスク相当額 R8 551 642

予定利率リスク相当額 R2 0 0

最低保証リスク相当額 R7 ─ ─

資産運用リスク相当額 R3 493 380

経営管理リスク相当額 R4 53 59

(A)
╳100

(1/2)╳(B)

ソルベンシー・マージン比率

　

907.9％ 910.5％

(単位：百万円)

(注) 上記は、保険業法施行規則第86条、第87条および平成8年（1996年）大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出していま
す。
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有価証券等の時価情報

8
　
有価証券等の時価情報（会社計）

(1) 売買目的有価証券の評価損益 (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた評価損益 貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた評価損益

売買目的有価証券 15,549 △991 15,281 1,079

(2) 有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外） (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

帳簿価額 時　価
差損益

帳簿価額 時　価
差損益

差　益 差　損 差　益 差　損

満期保有目的の債券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

責任準備金対応債券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

子会社・関連会社株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他有価証券 1,701 1,698 △２ ─ ２ 599 599 △0 0 0

公社債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

外国証券 1,701 1,698 △２ ─ ２ 599 599 △0 0 0

公社債 1,701 1,698 △２ ─ ２ 599 599 △0 0 0

株式等 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他の証券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

買入金銭債権 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

譲渡性預金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

合計 1,701 1,698 △２ ─ ２ 599 599 △0 0 0

公社債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

外国証券 1,701 1,698 △２ ─ ２ 599 599 △0 0 0

公社債 1,701 1,698 △２ ─ ２ 599 599 △0 0 0

株式等 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他の証券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

買入金銭債権 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

譲渡性預金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

１ 有価証券の時価情報

・市場価格のない株式等および組合等の保有はございません。

○満期保有目的の債券
　該当ありません。

○責任準備金対応債券
　該当ありません。
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有価証券等の時価情報

○その他有価証券 (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

帳簿価額 貸借対照表
計上額 差　額 帳簿価額 貸借対照表

計上額 差　額

貸借対照表計上額が
帳簿価額を超えるもの ─ ─ ─ 499 500 0

公社債 ─ ─ ─ ─ ─ ─

株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─

外国証券 ─ ─ ─ 499 500 0

その他の証券 ─ ─ ─ ─ ─ ─

買入金銭債権 ─ ─ ─ ─ ─ ─

譲渡性預金 ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─

貸借対照表計上額が
帳簿価額を超えないもの 1,701 1,698 △2 99 99 △0

公社債 ─ ─ ─ ─ ─ ─

株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─

外国証券 1,701 1,698 △2 99 99 △0

その他の証券 ─ ─ ─ ─ ─ ─

買入金銭債権 ─ ─ ─ ─ ─ ─

譲渡性預金 ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─

２ 金銭の信託の時価情報 (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

貸借対照表
計上額 時　価

差損益 貸借対照表
計上額 時　価

差損益
差　益 差　損 差　益 差　損

金銭の信託 28,402 28,366 △35 ─ 35 24,319 24,144 △175 ─ 175

○運用目的の金銭の信託 (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた評価損益 貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた評価損益

運用目的の金銭の信託 4,582 △708 4,895 230

○満期保有目的・責任準備金対応・その他の金銭の信託 (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

帳簿価額 時　価
差損益

帳簿価額 時　価
差損益

差　益 差　損 差　益 差　損
満期保有目的の
金銭の信託 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
責任準備金対応の
金銭の信託 23,819 23,784 △35 ─ 35 19,424 19,248 △175 ─ 175
その他の
金銭の信託 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

３ デリバティブ取引の時価情報（ヘッジ会計適用・非適用分の合算値）
該当ありません。
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経常利益等の明細

9
　
経常利益等の明細（基礎利益）

2022年度 2023年度

基礎利益 A △3,721 △3,078

キャピタル収益 0 ─

金銭の信託運用益 ─ ─

売買目的有価証券運用益 ─ ─

有価証券売却益 0 ─

金融派生商品収益 ─ ─

為替差益 ─ ─

その他キャピタル収益 ─ ─

キャピタル費用 265 0

金銭の信託運用損 ─ ─

売買目的有価証券運用損 ─ ─

有価証券売却損 264 ─

有価証券評価損 ─ ─

金融派生商品費用 ─ ─

為替差損 1 0

その他キャピタル費用 ─ ─

キャピタル損益 B △265 △0

キャピタル損益含み基礎利益 A＋B △3,986 △3,078

臨時収益 324 ─

再保険収入 ─ ─

危険準備金戻入額 ─ ─

個別貸倒引当金戻入額 ─ ─

その他臨時収益 324 ─

臨時費用 312 319

再保険料 ─ ─

危険準備金繰入額 312 319

個別貸倒引当金繰入額 ─ ─

特定海外債権引当勘定繰入額 ─ ─

貸付金償却 ─ ─

その他臨時費用 ─ ─

臨時損益 C 12 △319

経常利益（損失） A＋B＋C △3,974 △3,398

(参考) その他項目の内訳 (単位：百万円)

2022年度 2023年度

その他臨時収益 324 ─

保険業法施行規則第69条第５項に基づく責任準備金戻入額 324 ─

(単位：百万円)
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会計監査人の監査の状況、公認会計士または監査法人による監査証明の状況、代表者による財務諸表の適正性と財務諸表作成に係わる内部監査の有効性につ
いて、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象

10
　
会計監査人の監査の状況

会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、貸借対照表、損益計算書および株主資本等変動計算書ならびにその附
属明細書については、会計監査人による監査を受けております。
※また、当資料では、当社の判断に基づき、様式を一部変更して記載しています。

11
　
公認会計士または監査法人による監査証明の状況

該当ありません。

12
　

代表者による財務諸表の適正性と財務諸表作成に係わ
る内部監査の有効性について

代表取締役社長は、当事業年度における財務諸表の適正性、および財務諸表作成に係わる内部監査の有効性を確認し
ております。

13
　

将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な
疑義を生じさせるような事象または状況その他保険会
社の経営に重要な影響をおよぼす事象

該当ありません。
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主要な業務の状況を示す指標等、保険契約に関する指標等

1
　
主要な業務の状況を示す指標等

保有契約高 (単位：千件、百万円、％)

区　分

2022年度末 2023年度末

件　数 金　額 件　数 金　額

前年度末比 前年度末比 前年度末比 前年度末比

個人保険 3 215.2 10,804 90.9 7 193.3 9,916 91.8

個人年金保険 6 89.8 37,779 83.4 5 91.3 32,383 85.7

団体保険 ─ ─ 1,217,449 140.0 ─ ─ 1,631,953 134.0

団体年金保険 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

新契約高 (単位：千件、百万円、％)

区　分

2022年度 2023年度

件　数 金　額 件　数 金　額

前年度比 前年度比 新契約 転換による
純増加 前年度比 前年度比 新契約 転換による

純増加
個人保険 2 363.3 ─ ─ ─ ─ 3 179.1 ─ ─ ─ ─

個人年金保険 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

団体保険 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

団体年金保険 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

保有契約 (単位：百万円、％) 新契約 (単位：百万円、％)

区　分
2022年度末 2023年度末

前年度末比 前年度末比

個人保険 994 99.9 1,071 107.7

個人年金保険 6,273 87.1 5,735 91.4

合　計 7,268 88.6 6,806 93.6

うち医療保障・
生前給付保障等 116 468.9 281 241.3

　

区　分
2022年度 2023年度

前年度比 前年度比

個人保険 99 395.6 187 188.0

個人年金保険 ─ ─ ─ ─

合　計 99 395.6 187 188.0

うち医療保障・
生前給付保障等 99 395.6 187 188.0

　

Ⅵ　業務の状況を示す指標等

１ 決算業績の概況
P．6をご覧ください。

２ 保有契約高および新契約高

(注) 個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任準備金を合計
したものです。

３ 年換算保険料

(注) 1. 年換算保険料とは、1回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、1年あたりの保険料に換算した金額
です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

2.「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保障給付（特定疾病給付
等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定疾病罹患等を事由とするものを含む）等に該当する部分の
年換算保険料を計上しています。
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主要な業務の状況を示す指標等、保険契約に関する指標等

４ 保障機能別保有契約高 (単位：百万円)

区　分
保有金額

2022年度末 2023年度末

死亡保障

普通死亡

個人保険 10,804 9,916
個人年金保険 ─ ─
団体保険 1,217,449 1,631,953
団体年金保険 ─ ─
その他共計 1,228,253 1,641,870

災害死亡

個人保険 （─） （─）
個人年金保険 （─） （─）
団体保険 （─） （─）
団体年金保険 （─） （─）
その他共計 （─） （─）

その他の条件付死亡

個人保険 （─） （─）
個人年金保険 （─） （─）
団体保険 （─） （─）
団体年金保険 （─） （─）
その他共計 （─） （─）

生存保障

満期・生存給付

個人保険 ─ ─
個人年金保険 4,377 3,826
団体保険 ─ ─
団体年金保険 ─ ─
その他共計 4,377 3,826

年金

個人保険 （─） （─）
個人年金保険 （6,449） （5,880）
団体保険 （─） （─）
団体年金保険 （─） （─）
その他共計 （6,449） （5,880）

その他

個人保険 ─ ─
個人年金保険 33,401 28,557
団体保険 ─ ─
団体年金保険 ─ ─
その他共計 33,401 28,557

入院保障

災害入院

個人保険 （13） （30）
個人年金保険 （─） （─）
団体保険 （─） （─）
団体年金保険 （─） （─）
その他共計 （13） （30）

疾病入院

個人保険 （13） （30）
個人年金保険 （─） （─）
団体保険 （─） （─）
団体年金保険 （─） （─）
その他共計 （13） （30）

その他の条件付入院

個人保険 （1） （3）
個人年金保険 （─） （─）
団体保険 （─） （─）
団体年金保険 （─） （─）
その他共計 （1） （3）

(注) 1. ()内は主契約の付随保障部分および特約の保障を表します。
2. 生存保障の満期・生存給付欄の個人年金保険の金額は、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資を表しま
す。

3. 生存保障の年金欄の金額は、年金年額を表します。
4. 生存保障のその他欄の金額は、個人年金保険（年金支払開始後）の責任準備金を表します。
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主要な業務の状況を示す指標等、保険契約に関する指標等

区　分
保有件数

2022年度末 2023年度末

障害保障

個人保険 ─ ─

個人年金保険 ─ ─

団体保険 ─ ─

団体年金保険 ─ ─

その他共計 ─ ─

手術保障

個人保険 2,654 6,150

個人年金保険 ─ ─

団体保険 ─ ─

団体年金保険 ─ ─

その他共計 2,654 6,150

５ 個人保険および個人年金保険契約種類別保有契約高 (単位：百万円)

区　分
保有金額

2022年度末 2023年度末

死亡保険

終身保険 10,804 9,916

定期付終身保険 ─ ─

定期保険 ─ ─

その他共計 10,804 9,916

生死混合保険

養老保険 ─ ─

定期付養老保険 ─ ─

生存給付金付定期保険 ─ ─

その他共計 ─ ─

生存保険 ─ ─

年金保険 個人年金保険 37,779 32,383

災害・疾病関係特約

災害割増特約 ─ ─

傷害特約 ─ ─

災害入院特約 ─ ─

疾病特約 ─ ─

成人病特約 ─ ─

入院一時給付特約 150 384

女性医療特約 1 3

退院後通院特約 3 7

特定疾病一時給付特約 154 343

退院一時給付特約 12 26

特定損傷特約 10 20

３大疾病保険料払込免除特約 1 2

その他の条件付入院特約 ─ ─

(単位：件)

(注) 個人年金保険の金額は、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任準備金を合計し
たものです。
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６ 個人保険および個人年金保険契約種類別保有契約年換算保険料 (単位：百万円)

区　分
保有契約年換算保険料

2022年度末 2023年度末

死亡保険

終身保険 878 789

定期付終身保険 ─ ─

定期保険 ─ ─

その他共計 994 1,071

生死混合保険

養老保険 ─ ─

定期付養老保険 ─ ─

生存給付金付定期保険 ─ ─

その他共計 ─ ─

生存保険 ─ ─

年金保険 個人年金保険 6,273 5,735

７ 契約者配当の状況
団体保険
団体信用生命保険については、１年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合には、当社所定の方法により
契約者配当金をお支払いいたします。

2
　
保険契約に関する指標等

区　分 2022年度 2023年度
個人保険 △9.1 △8.2
個人年金保険 △16.6 △14.3
団体保険 40.0 34.0
団体年金保険 ─ ─

区　分 2022年度 2023年度
新契約平均保険金 ─ ─
保有契約平均保険金 3,715 1,856

１ 保有契約増加率
(単位：％)

(注) 個人年金保険は、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任準備金を合計した金額
で率を算出しています。

２ 新契約平均保険金および保有契約平均保険金（個人保険）
(単位：千円)

(注) 1. 金額は個人年金保険を含んでいます。
2. 保有契約平均保険金については、年金開始後契約を除きます。
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区　分 2022年度 2023年度
個人保険 ─ ─
個人年金保険 ─ ─
団体保険 ─ ─

区　分 2022年度 2023年度
個人保険 1.1 1.1
個人年金保険 0.2 0.6
団体保険 ─ ─

2022年度 2023年度

46,588 48,114

件　　数　　率 金　　額　　率
2022年度 2023年度 2022年度 2023年度

29.15 14.86 59.84 59.32

区　分
2022年度 2023年度

件　数 金　額 件　数 金　額

災害死亡保障契約 ─ ─ ─ ─

障がい保障契約 ─ ─ ─ ─

災害入院保障契約 0.1 3.6 0.8 6.4

疾病入院保障契約 18.6 208.5 9.9 42.8

成人病入院保障契約 ─ ─ ─ ─

疾病・傷害手術保障契約 3.3 ─ 4.6 ─

成人病手術保障契約 ─ ─ ─ ─

３ 新契約率（対年度始）
(単位：％)

(注) 転換契約は含んでいません（当社の場合、該当ありません）。

４ 解約失効率（対年度始）
(単位：％)

(注) 個人年金保険については、年金開始後契約を除いた率です。

５ 個人保険新契約平均保険料（月払契約）
(単位：円)

(注) 月払契約の年間保険料です。

６ 死亡率（個人保険主契約）
(単位：‰)

(注) 個人保険および個人年金保険（年金開始後契約を除く）により算出しています。

７ 特約発生率（個人保険）
(単位：％)

(注) 1. 件数の特約発生率は、分子を支払件数、分母を平均保有特約件数として算出しています。
2. 金額の特約発生率は、分子を支払金額、分母を平均保有保障金額として算出しています。
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2022年度 2023年度

126.0 109.1

2022年度 2023年度

4 5

2022年度 2023年度

100.0 100.0

格付け区分 2022年度 2023年度

Ａ以上 16.3 42.7

ＢＢＢ以上 ─ ─

その他（格付けなし） 83.7 57.3

2022年度 2023年度

7 16

2022年度 2023年度

第三分野発生率 74.5 43.0

医療（疾病） 74.5 43.0

がん ─ ─

介護 ─ ─

その他 ─ ─

８ 事業費率（対収入保険料）
(単位：％)

９ 保険契約を再保険に付した場合における、再保険を引受けた主要な保険会社等の数

10 保険契約を再保険に付した場合における、再保険を引受けた保険会社等のうち、支
払再保険料の額が大きい上位5社に対する支払再保険料の割合

(単位：％)

11 保険契約を再保険に付した場合における、再保険を引受けた主要な保険会社等の格
付け機関による格付けに基づく区分ごとの支払再保険料の割合

(単位：％)

(注) 1. 格付は各年度末時点のS&P（スタンダード&プアーズ）社によるものに基づいており、「Ａ以上」にはＡ－以上、「ＢＢＢ
以上」にはＢＢＢ－からＢＢＢ＋を記載しています。

2. 保険業法施行規則第71条に基づいて保険料積立金を積み立てないとした第三分野保険については該当がありません。

12 未だ収受していない再保険金の額
(単位：百万円)

13 第三分野保険の給付事由または保険種類の区分ごとの、発生保険金額の経過保険料
に対する割合

(単位：％)

55



イオン・アリアンツ生命の現状　Annual Report 2024

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

業
務
の
状
況
を
示
す
指
標
等

2024/07/12 15:19:09 / 24101668_イオン・アリアンツ生命保険株式会社_ディスクロージャー誌（通期）

経理に関する指標等、資産運用に関する指標等

3
　

経理に関する指標等
１ 支払備金明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度末 2023年度末

保険金

死亡保険金 176 184
災害保険金 ─ ─
高度障害保険金 2 ─
満期保険金 ─ ─
その他 421 362
小　計 600 546

年金 10 37
給付金 48 142
解約返戻金 ─ 10
保険金据置支払金 ─ ─
その他共計 660 742

２ 責任準備金明細表 (単位：百万円)
区　分 2022年度末 2023年度末

責任準備金
（除危険準備金）

個人保険 9,881 9,743
(一般勘定) 38 137
(特別勘定) 9,843 9,605

個人年金保険 37,765 32,569
(一般勘定) 26,680 21,272
(特別勘定) 11,084 11,296

団体保険 ─ ─
(一般勘定) ─ ─
(特別勘定) ─ ─

団体年金保険 ─ ─
(一般勘定) ─ ─
(特別勘定) ─ ─

その他 ─ ─
(一般勘定) ─ ─
(特別勘定) ─ ─

小　計 47,646 42,312
(一般勘定) 26,719 21,410
(特別勘定) 20,927 20,902

危険準備金 1,337 1,656
合　計 48,983 43,969

(一般勘定) 28,056 23,066
(特別勘定) 20,927 20,902

３ 責任準備金残高の内訳 (単位：百万円)

区　分 保険料積立金 未経過保険料 払戻積立金 危険準備金 合計

2022年度末 47,641 4 ─ 1,337 48,983

2023年度末 42,302 10 ─ 1,656 43,969
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(1) 責任準備金の積立方式、積立率 (単位：％)
2022年度末 2023年度末

積立方式

標準責任準備金
対象契約

平成8年（1996年）大蔵省告示第48号に
定める方式

平成8年（1996年）大蔵省告示第48号に
定める方式

標準責任準備金
対象外契約

算出方法書に定める基礎率による
平準純保険料式

算出方法書に定める基礎率による
平準純保険料式

積立率（危険準備金を除く） 100.0 100.0

(2) 責任準備金残高（契約年度別） (単位：百万円、％)
契約年度 責任準備金残高 予定利率

～ 1980年度 ─ ─
1981年度 ～ 1985年度 ─ ─
1986年度 ～ 1990年度 ─ ─
1991年度 ～ 1995年度 ─ ─
1996年度 ～ 2000年度 ─ ─
2001年度 ～ 2005年度 ─ ─
2006年度 ～ 2010年度 96 1.50
2011年度 ～ 2015年度 17 1.00 ～ 1.50
2016年度 5 1.00
2017年度 9 1.00
2018年度 3,369 0.25
2019年度 2,922 0.25
2020年度 11,583 0.25
2021年度 2,884 0.25
2022年度 252 0.25
2023年度 268 0.25

(1) 責任準備金残高（一般勘定） (単位：百万円)

2022年度末 2023年度末
責任準備金残高（一般勘定） ─ ─

算出方法 平成8年（1996年）大蔵省告示第48号に定める代替的方式（シナリオテスティング方式）

計算の基礎
となる係数

予定死亡率
平成8年（1996年）大蔵省告示第48号に定める率割引率

期待収益率

ボラティリティ

保険商品により以下のいずれかの率を使用しております。
－　平成8年（1996年）大蔵省告示第48号に定める率

ただし、同告示で規定されていない資産種類のボラティリティについては以下の率を使用し
ております。

安全資産：0.3％
－　特別勘定が目標とするボラティリティ（4％、6％）

予定解約率 保険種類、据置期間、経過期間、積立金の状況により変動する動的解約率を使用しております。

４ 個人保険および個人年金保険の責任準備金の積立方式、積立率、残高（契約年度別）

(注) 1. 積立方式および積立率は、個人保険および個人年金保険を対象としています。団体保険の責任準備金は積立方式という概念
がないため、上記には含んでいません。

2. 積立率については、標準責任準備金対象契約に関しては平成8年（1996年）大蔵省告示第48号に定める方式により、ま
た、標準責任準備金対象外契約に関しては平準純保険料式により計算した保険料積立金および未経過保険料に対する積立率
を記載しています。

(注) 1. 責任準備金残高は、個人保険および個人年金保険の責任準備金（特別勘定の責任準備金および危険準備金を除く）を記載し
ています。

2. 予定利率については、各契約年度別の責任準備金に係る主な予定利率を記載しています。

５ 特別勘定を設けた保険契約であって、保険金等の額を最低保証している保険契約に
係る一般勘定の責任準備金の残高、算出方法、その計算の基礎となる係数

(注) 1. 保険業法施行規則第68条に規定する保険契約（標準責任準備金対象契約）を対象としています。
2. 責任準備金残高（一般勘定）は、最低保証に係る保険料積立金を記載しています。

(2) 算出方法、その計算の基礎となる係数
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区　分 個人保険 個人年金保険 団体保険 団体年金保険 財形保険
財形年金保険 その他の保険 合　　計

2
0
2
2
年
度

当期首現在高 ─ ─ 498 ─ ─ ─ 498

利息による増加 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

配当金支払による減少 ─ ─ 568 ─ ─ ─ 568

当期繰入額 ─ ─ 441 ─ ─ ─ 441

当期末現在高 ─ ─ 370 ─ ─ ─ 370

(─) (─) (─) (─) (─) (─) (─)

2
0
2
3
年
度

当期首現在高 ─ ─ 370 ─ ─ ─ 370

利息による増加 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

配当金支払による減少 ─ ─ 463 ─ ─ ─ 463

当期繰入額 ─ ─ 948 ─ ─ ─ 948

当期末現在高 ─ ─ 855 ─ ─ ─ 855

(─) (─) (─) (─) (─) (─) (─)

７ 引当金明細表 (単位：百万円)

当期首残高 当期末残高 当期増減（△）額 計上の理由および算定方法

貸倒引当金 ─ ─ ─ 貸借対照表に注記しています。

退職給付引当金 143 117 △25 貸借対照表に注記しています。

価格変動準備金 130 134 4 貸借対照表に注記しています。

９ 資本金等明細表 (単位：百万円)

区　分 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 摘　要

資本金 19,749 2,850 ─ 22,599

うち
既発行株式

普通株式
（105,000株） （57,000株） （─） （162,000株）

19,749 2,850 ─ 22,599

計
（105,000株） （57,000株） （─） （162,000株）

19,749 2,850 ─ 22,599

資本剰余金

資本準備金 19,749 2,850 ─ 22,599

その他資本剰余金 ─ ─ ─ ─

計 19,749 2,850 ─ 22,599

６ 契約者配当準備金明細表
(単位：百万円)

(注) ()内はうち積立配当金額です。

８ 特定海外債権引当勘定の状況
該当ありません。
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10 保険料明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

個人保険 64 212

うち一時払 ─ ─

うち年払 6 20

うち半年払 ─ ─

うち月払 57 191

個人年金保険 ─ ─

うち一時払 ─ ─

うち年払 ─ ─

うち半年払 ─ ─

うち月払 ─ ─

団体保険 2,775 3,517

団体年金保険 ─ ─

その他共計 2,840 3,730

11 保険金明細表 (単位：百万円)

区　分 個人保険 個人年金保険 団体保険 団体年金保険 財形保険
財形年金保険 その他の保険 2023年度

合計
2022年度

合計

死亡保険金 921 ─ 366 ─ ─ ─ 1,287 1,203

災害保険金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

高度障害保険金 ─ ─ 1 ─ ─ ─ 1 47

満期保険金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ 1,263 ─ ─ ─ 1,263 1,186

合　計 921 ─ 1,631 ─ ─ ─ 2,552 2,437

12 年金明細表 (単位：百万円)

個人保険 個人年金保険 団体保険 団体年金保険 財形保険
財形年金保険 その他の保険 2023年度

合計
2022年度

合計

─ 6,018 ─ ─ ─ ─ 6,018 6,933

13 給付金明細表 (単位：百万円)

区　分 個人保険 個人年金保険 団体保険 団体年金保険 財形保険
財形年金保険 その他の保険 2023年度

合計
2022年度

合計

死亡給付金 ─ 283 ─ ─ ─ ─ 283 283

入院給付金 11 ─ ─ ─ ─ ─ 11 17

手術給付金 9 ─ ─ ─ ─ ─ 9 1

障害給付金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

生存給付金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 64 577 7 ─ ─ ─ 649 503

合　計 84 861 7 ─ ─ ─ 954 806

(注) 個人年金保険の「その他」の欄には年金一括支払額を計上しています。
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経理に関する指標等、資産運用に関する指標等

14 解約返戻金明細表 (単位：百万円)

個人保険 個人年金保険 団体保険 団体年金保険 財形保険
財形年金保険 その他の保険 2023年度

合計
2022年度

合計

107 27 ─ ─ ─ ─ 135 141

15 減価償却費明細表 (単位：百万円、％)

区　分 取得原価 当期償却額 減価償却累計額 当期末残高 償却累計率

有形固定資産 169 53 104 64 61.8

建物 64 48 5 59 8.8

その他の有形固定資産 104 5 99 5 94.6

無形固定資産 5,650 1,017 3,134 2,516 55.5

その他 472 96 221 251 46.9

合　計 6,292 1,167 3,460 2,832 55.0

16 事業費明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

営業活動費 124 304

営業管理費 85 21

一般管理費 3,367 3,744

合　計 3,577 4,070

17 税金明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

国税 179 212

消費税 161 191

地方法人特別税 ─ ─

印紙税 0 0

登録免許税 17 19

その他の国税 ─ ─

地方税 56 67

地方消費税 45 54

法人住民税 ─ ─

法人事業税 6 8

固定資産税 0 0

不動産取得税 ─ ─

事業所税 3 4

その他の地方税 ─ ─

合　計 236 280

(注) 一般管理費のうち、生命保険契約者保護機構に対する負担金は以下のとおりです。
2022年度：該当ありません、2023年度：該当ありません。
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18 リース取引
該当ありません。

19 借入金残存期間別残高
該当ありません。

4
　

資産運用に関する指標等（一般勘定）
１ 資産運用の概況
(1) 2023年度の資産の運用概況

①運用環境
【経済環境】
当事業年度の金融経済環境は、第１四半期は米雇用統計などの経済指標を背景に米国における景気減速懸念が
後退しました。米企業の決算が市場予想を上回ったこと、中国景気への回復期待などから主要国株価は概ね上
昇しました。国内では日銀が金融政策の現状維持を決定し、主要企業の好決算や円安が好感され、株価は堅調
に推移しました。第２四半期は米国の金融引き締め長期化への見方が強まりました。各国中央銀行が政策金利
を維持するとの見方が強まったことや、大手格付会社が米国債の格下げを発表したことなどが不安材料視さ
れ、主要国株価は概ね下落しました。国内では株価はほぼ横這いとなりました。第３四半期は中東情勢の緊迫
化など地政学リスクが懸念されたものの、米インフレ鈍化を背景に早期利下げ転換への期待が高まり、米国経
済が軟着陸に向かうとの見方が強まりました。各国の利下げ観測の高まりを受けて主要国株価は上昇し、これ
を受けて国内株価もやや上昇しました。第４四半期は米大手半導体企業の好決算やAI市場の成長期待を背景
に、主要国株価は上昇しました。国内では海外からの資金流入などを受けて、日経平均株価が過去最高値を更
新しました。年度末にマイナス金利の解除等が決定されたことを受けて日銀の金融政策に対する不透明感が後
退し、期末にかけて日経平均株価は４万円台で推移しました。為替市場では、日銀の金融政策修正観測の高ま
りを受けて一時的に円高方向で推移する局面が見られたものの、欧米各国の金利上昇を背景に主要通貨に対し
て概ね円安基調で推移し、対米ドルでは１ドル＝150円台まで円安が進行しました。

【国内債券市場】（10年国債利回り　前事業年度末：0.328％　→　当事業年度末：0.722％）
当事業年度の国内債券市場は、第１四半期は米国の金融引き締め長期化観測の高まりや国内の消費者物価の強
含みを背景に、10年国債利回りは上昇しました。第２四半期は日銀が長短金利操作の運用柔軟化を決定し、
長期金利の上限を事実上１％へ引き上げました。その後、マイナス金利政策解除への思惑から10年国債利回
りは0.7％台へ上昇しました。第3四半期には一時0.9％台まで上昇しましたが、日銀の金融政策修正観測が後
退し、年末の政策修正が見送られたことなどから、利回りは低下しました。第４四半期は日銀の金融政策修正
観測が高まり、利回りは上昇しました。日銀は３月19日にマイナス金利の解除、長短金利操作の終了を決定
しました。当事業年度を通して見ると、10年国債利回りは0.353～0.952％での推移となりました。

②当社の運用方針
当社の一般勘定は、株主資本および一般勘定年金を中心に、流動性を考慮し、資産の健全性の維持に努め、リ
スクを抑えた運用をしております。また、変額年金保険および変額終身保険に係る資産は特別勘定で運用して
おります。

③運用実績の概況
預貯金および公社債等へ投資する金銭の信託など流動性、安全性の高い資産を中心に運用しております。
2024年３月末の一般勘定資産残高は、317億円となりました。一般勘定の資産運用収益である利息及び配当
金等収入は６百万円、金銭の信託運用益は94百万円でした。

④トピックス
該当事項はありません。
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資産の構成 (単位：百万円、％)

区　分
2022年度末 2023年度末

金　額 占　率 金　額 占　率
現預金・コールローン 5,060 14.4 7,667 24.1
買現先勘定 ─ ─ ─ ─
債券貸借取引支払保証金 ─ ─ ─ ─
買入金銭債権 ─ ─ ─ ─
商品有価証券 ─ ─ ─ ─
金銭の信託 23,819 67.9 19,424 61.1
有価証券 1,698 4.8 599 1.9

公社債 ─ ─ ─ ─
株式 ─ ─ ─ ─
外国証券 1,698 4.8 599 1.9

公社債 1,698 4.8 599 1.9
株式等 ─ ─ ─ ─

その他の証券 ─ ─ ─ ─
貸付金 ─ ─ ─ ─

保険約款貸付 ─ ─ ─ ─
一般貸付 ─ ─ ─ ─

不動産 44 0.1 59 0.2
繰延税金資産 ─ ─ ─ ─
その他 4,469 12.7 4,017 12.6
貸倒引当金 ─ ─ ─ ─
合　計 35,092 100.0 31,768 100.0

うち外貨建資産 79 0.2 98 0.3

資産の増減 (単位：百万円)
区　分 2022年度 2023年度

現預金・コールローン △2,562 2,606
買現先勘定 ─ ─
債券貸借取引支払保証金 ─ ─
買入金銭債権 ─ ─
商品有価証券 ─ ─
金銭の信託 23,819 △4,395
有価証券 △25,883 △1,099

公社債 ─ ─
株式 ─ ─
外国証券 1,698 △1,099

公社債 1,698 △1,099
株式等 ─ ─

その他の証券 △27,582 ─
貸付金 ─ ─

保険約款貸付 ─ ─
一般貸付 ─ ─

不動産 △21 14
繰延税金資産 ─ ─
その他 △269 △451
貸倒引当金 ─ ─
合　計 △4,917 △3,324

うち外貨建資産 △24 19

(2) ポートフォリオの推移
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２ 運用利回り (単位：％)
区　分 2022年度 2023年度

現預金・コールローン 0.00 △0.00
買現先勘定 ─ ─
債券貸借取引支払保証金 ─ ─
買入金銭債権 ─ ─
商品有価証券 ─ ─
金銭の信託 0.37 0.45
有価証券 △2.35 0.54

うち公社債 1.32 ─
うち株式 ─ ─
うち外国証券 0.91 0.54

貸付金 ─ ─
うち一般貸付 ─ ─

不動産 ─ ─

一般勘定計 △0.54 0.34

３ 主要資産の平均残高 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

現預金・コールローン 12,169 5,112

買現先勘定 ─ ―

債券貸借取引支払保証金 ─ ―

買入金銭債権 ─ ―

商品有価証券 ─ ―

金銭の信託 10,894 21,267

有価証券 10,878 1,227

うち公社債 11 ―

うち株式 ─ ―

うち外国証券 926 1,227

貸付金 ─ ―

うち一般貸付 ─ ―

不動産 62 38

一般勘定計 38,814 32,070

うち海外投融資 926 1,227

(注) 1. 利回り計算式の分母は帳簿価額ベースの日々平均残高、分子は経常損益中、資産運用収益－資産運用費用として算出した利
回りです。

2. 当利回りの算出においては、保険業法第112条評価益は分子に含めていません（当社の場合、該当ありません）。
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４ 資産運用収益明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

利息および配当金等収入 8 6

商品有価証券運用益 ─ ─

金銭の信託運用益 39 94

売買目的有価証券運用益 ─ ─

有価証券売却益 0 ─

有価証券償還益 ─ ─

金融派生商品収益 ─ ─

為替差益 5 7

貸倒引当金戻入額 ─ ─

その他運用収益 ─ ─

合　計 54 109

５ 資産運用費用明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

支払利息 0 0

商品有価証券運用損 ─ ─

金銭の信託運用損 ─ ─

売買目的有価証券運用損 ─ ─

有価証券売却損 264 ─

有価証券評価損 ─ ─

有価証券償還損 ─ ─

金融派生商品費用 ─ ─

為替差損 ─ ─

貸倒引当金繰入額 ─ ─

貸付金償却 ─ ─

賃貸用不動産等減価償却費 ─ ─

その他運用費用 ─ ─

合　計 264 0

６ 利息および配当金等収入明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

預貯金利息 0 0

有価証券利息・配当金 8 6

公社債利息 0 ―

株式配当金 ─ ―

外国証券利息配当金 8 6

その他の証券利息配当金 ─ ―

貸付金利息 ─ ―

不動産賃貸料 ─ ―

その他共計 8 6
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７ 有価証券売却益明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

国債等債券 ─ ―

株式等 0 ―

外国証券 ─ ―

その他共計 0 ―

８ 有価証券売却損明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

国債等債券 ─ ―

株式等 264 ―

外国証券 ─ ―

その他共計 264 ―

12 有価証券明細表 (単位：百万円、％)

区　分
2022年度末 2023年度末

金　額 占　率 金　額 占　率
国債 ─ ─ ― ―

地方債 ─ ─ ― ―

社債 ─ ─ ― ―

うち公社・公団債 ─ ─ ― ―

株式 ─ ─ ― ―

外国証券 1,698 100.0 599 100.0

公社債 1,698 100.0 599 100.0

株式等 ─ ─ ― ―

その他の証券 ─ ─ ― ―

合　計 1,698 100.0 599 100.0

９ 有価証券評価損明細表
該当ありません。

10 商品有価証券明細表
該当ありません。

11 商品有価証券売買高
該当ありません。
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13 有価証券の残存期間別残高 (単位：百万円)

区　分

2022年度末 2023年度末

１年
以下

１年超
３年
以下

３年超
５年
以下

５年超
７年
以下

７年超
10年
以下

10年超
（期間の
定めのな
いものを
含む）

合計 １年
以下

１年超
３年
以下

３年超
５年
以下

５年超
７年
以下

７年超
10年
以下

10年超
（期間の
定めのな
いものを
含む）

合計

有価証券 1,200 498 ─ ─ ─ ─ 1,698 500 99 ─ ─ ─ ─ 599

国債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

地方債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

社債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

外国証券 1,200 498 ─ ─ ─ ─ 1,698 500 99 ─ ─ ─ ─ 599

公社債 1,200 498 ─ ─ ─ ─ 1,698 500 99 ─ ─ ─ ─ 599

株式等 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他の証券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

買入金銭債権 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

譲渡性預金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

14 保有公社債の期末残高利回り
区　分 2022年度末 2023年度末

外国公社債 0.77% 0.41％

　
15 業種別株式保有明細表 16 貸付金明細表

該当ありません。 該当ありません。

17 貸付金残存期間別残高 18 国内企業向け貸付金企業規模別内訳
該当ありません。 該当ありません。

19 貸付金業種別内訳 20 貸付金使途別内訳
該当ありません。 該当ありません。

21 貸付金地域別内訳 22 貸付金担保別内訳
該当ありません。 該当ありません。
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(1) 有形固定資産の明細 (単位：百万円、％)

区　分 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期償却額 当期末残高 減価償却累計額 償却累計率

2
0
2
2
年
度

土地 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

建物 66 ─ ─ 21 44 34 43.9

リース資産 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

建設仮勘定 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他の有形固定資産 23 2 ─ 17 8 155 94.8

合　計 89 2 ─ 39 52 190 78.3

2
0
2
3
年
度

土地 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

建物 44 63 ─ 48 59 5 8.8

リース資産 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

建設仮勘定 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他の有形固定資産 8 2 0 5 5 144 96.2

合　計 52 66 0 53 64 150 69.9

(2) 不動産残高および賃貸用ビル保有数 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

不動産残高 44 59

営業用 44 59

賃貸用 ─ ─

賃貸用ビル保有数 ─ ─

24 固定資産等処分益明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

有形固定資産 ─ 0

土地 ─ ─

建物 ─ ─

リース資産 ─ ─

その他 ─ 0

無形固定資産 ─ ─

その他 ─ ─

合計 ─ 0

うち賃貸等不動産 ─ ─

23 有形固定資産明細表
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25 固定資産等処分損明細表 (単位：百万円)

区　分 2022年度 2023年度

有形固定資産 ─ 0

土地 ─ ─

建物 ─ ─

リース資産 ─ ─

その他 ─ 0

無形固定資産 ─ 374

その他 ─ ─

合計 ─ 374

うち賃貸等不動産 ─ ─

26 賃貸用不動産等減価償却費明細表
該当ありません。
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経理に関する指標等、資産運用に関する指標等

(1) 資産別明細
　イ　外貨建資産
　　　該当ありません。

　ロ　円貨額が確定した外貨建資産
　　　該当ありません。

　ハ　円貨建資産 (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

金　額 占　率 金　額 占　率

非居住者貸付 ─ ─ ─ ─

公社債(円建外債)・その他 1,698 100.0% 599 100.0％

現預金・その他 ─ ─ ─ ─

小　計 1,698 100.0% 599 100.0％

二　合計 (単位：百万円)

海外投融資 1,698 100.0% 599 100.0％

(2) 地域別構成 (単位：百万円)

区　分
外国証券 非居住者貸付

公社債 株式等

金　額 占　率 金　額 占　率 金　額 占　率 金　額 占　率

2
0
2
2
年
度
末

北米 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

ヨーロッパ 1,200 70.7% 1,200 70.7% ─ ─ ─ ─

オセアニア ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

アジア 498 29.3% 498 29.3% ─ ─ ─ ─

中南米 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

中東 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

アフリカ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

国際機関 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

合　計 1,698 100.0% 1,698 100.0% ─ ─ ─ ─

2
0
2
3
年
度
末

北米 ― ― ― ― ― ― ― ―

ヨーロッパ 99 16.6％ 99 16.6％ ― ― ― ―

オセアニア ― ― ― ― ― ― ― ―

アジア 500 83.4％ 500 83.4％ ― ― ― ―

中南米 ― ― ― ― ― ― ― ―

中東 ― ― ― ― ― ― ― ―

アフリカ ― ― ― ― ― ― ― ―

国際機関 ― ― ― ― ― ― ― ―

合　計 599 100.0％ 599 100.0％ ― ― ― ―

(3) 外貨建資産の通貨別構成
　　該当ありません。

27 海外投融資の状況
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経理に関する指標等、資産運用に関する指標等

28 海外投融資利回り
2022年度 2023年度

0.91% 0.54％

29 公共関係投融資の概況（新規引受額、貸出額）
該当ありません。

30 各種ローン金利
該当ありません。

31 その他の資産明細表
重要性を勘案し、記載を省略しています。
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有価証券等の時価情報

5
　

有価証券等の時価情報（一般勘定）

(2) 有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外） (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

帳簿価額 時　価
差損益

帳簿価額 時　価
差損益

差　益 差　損 差　益 差　損

満期保有目的の債券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

責任準備金対応債券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

子会社・関連会社株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他有価証券 1,701 1,698 △2 ─ 2 599 599 △0 0 0

公社債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

外国証券 1,701 1,698 △2 ─ 2 599 599 △0 0 0

公社債 1,701 1,698 △2 ─ 2 599 599 △0 0 0

株式等 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他の証券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

買入金銭債権 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

譲渡性預金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

合　計 1,701 1,698 △2 ─ 2 599 599 △0 0 0

公社債 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

外国証券 1,701 1,698 △2 ─ 2 599 599 △0 0 0

公社債 1,701 1,698 △2 ─ 2 599 599 △0 0 0

株式等 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他の証券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

買入金銭債権 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

譲渡性預金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

その他 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

１ 有価証券の時価情報
(1) 売買目的有価証券の評価損益

該当ありません。

・市場価格のない株式等および組合等の保有はございません。
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有価証券等の時価情報

区　分

2022年度末 2023年度末

貸借対照表
計上額 時　価

差損益 貸借対照表
計上額 時　価

差損益

差　益 差　損 差　益 差　損

金銭の信託 23,819 23,784 △35 ─ 35 19,424 19,248 △175 ― 175

○満期保有目的、責任準備金対応、その他の金銭の信託  （単位：百万円）

区　分

2022年度末 2023年度末

貸借対照表
計上額 時　価

差損益 貸借対照表
計上額 時　価

差損益

差　益 差　損 差　益 差　損

  満期保有目的の
  金銭の信託

─ ─ ─ ─ ─ ― ― ― ― ―

  責任準備金対応の
  金銭の信託

23,819 23,784 △35 ─ 35 19,424 19,248 △175 ― 175

  その他の金銭の
  信託

─ ─ ─ ─ ─ ― ― ― ― ―

２ 金銭の信託の時価情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　(単位：百万円)

○運用目的の金銭の信託
該当ありません。

３ デリバティブ取引の時価情報（ヘッジ会計適用・非適用分の合算値）
該当ありません。
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リスク管理の体制、法令遵守の体制、保険業法第百二十一条第一項第一号の確認（第三分野保険に係るものに限る）の合理性、金融ADR制度について

1
　

リスク管理の体制

Ⅶ　保険会社の運営

P．11～14をご覧ください。

2
　

法令遵守の体制
P．15をご覧ください。

3
　

保険業法第百二十一条第一項第一号の確認（第三分野
保険に係るものに限る。）の合理性及び妥当性

１　第三分野保険の責任準備金の適切性を確認する考え方

　保険期間が長期の第三分野保険契約に関して、責任準備金計算基礎率により積み立てられた責任準備金が十分な積
立水準を確保しているか否かを検証する目的で、ストレステストを行っています。このストレステストは、平成10
年大蔵省告示第231号および社内規程に従い、当社における保険事故発生率の実績等に対し、それらが悪化する可能
性を織り込んだ危険発生率を用いて適正に行っています。また、ストレステストにおいて使用する危険発生率の設定
方法やテスト結果については、責任準備金の算定部署から独立した保険計理人が、その合理性・妥当性について確認
し、牽制機能を確保しています。また、負債十分性テストの対象はありませんでした。

２　テスト結果

　「第三分野保険のストレステスト」の結果、2023年度末において、第三分野保険契約の責任準備金は、将来の保
険事故発生率の悪化に対しても十分な積立水準を確保しており、ストレステストにかかる危険準備金の積立は発生し
ていません。

4
　

金融ＡＤＲ制度について
　お客さまと金融機関との間に生じた苦情・紛争について、公正中立なプロセスを通じた迅速な解決を促進するため
金融ADR制度が創設されました。
　当社は、この金融ADR制度に基づき、保険業法上の「指定生命保険業務紛争解決機関」として金融庁長官から指定
を受けた一般社団法人生命保険協会と契約を締結しています。
　当社の業務やサービスに関しましてご不満な点がございましたら、当社のお客さま苦情相談窓口のほか、同協会が
運営する生命保険相談所にご相談・ご照会いただくことも可能です。

※当社のお客さま苦情相談窓口については、75ページをご覧ください。

＜指定生命保険業務紛争解決機関（生命保険協会）ご連絡先＞
　一般社団法人生命保険協会　生命保険相談所
　　〒100-0005　千代田区丸の内3-4-1　新国際ビル3F
　　TEL 03-3286-2648　月曜～金曜（土・日曜、祝日、年末年始を除く）9:00～17:00
　　［ホームページ］　https://www.seiho.or.jp/contact/about/

73



イオン・アリアンツ生命の現状　Annual Report 2024

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

保
険
会
社
の
運
営

2024/07/12 15:19:09 / 24101668_イオン・アリアンツ生命保険株式会社_ディスクロージャー誌（通期）

個人データ保護について、反社会的勢力との関係遮断のための基本方針

5
　

個人データ保護について

個人情報保護方針について
　弊社は、お客さまからお預かりする個人情報、個人番号および特定個人情報（以下、個人情報等といいます）を適
切に管理・利用・保護するため、関係法令等の重要性を理解し、適切なお客さま情報管理態勢の構築及び確保を実現
します。
また、この方針を継続的に見直し、必要な改善を行います。

１． お客さまの個人情報等の取得について
　弊社は、業務上必要な範囲においてかつ適法で公正な手段によりお客さまの個人情報等を取得します。

２． 利用目的について
　弊社は、お客さまとの取引を安全確実に進め、より良い商品・各種サービスを提供させていただくため、次の目的
のために利用させていただきます。

① 保険契約のお引受
② ご契約の維持管理、保険金等のお支払い
③ 関連会社・提携会社を含む各種商品・サービス等のご案内・提供
④ その他保険契約に関連・付随する業務

３． 法令等に基づき利用目的が限定されている個人情報の取扱い
(1) 機微（センシティブ）情報の取扱い
　保健医療等の特別の非公開情報（機微（センシティブ）情報）については、保険業法施行規則に基づき、業務の適
切な運営の確保その他必要と認められる目的に利用目的が限定されています。弊社は、これらの情報について、限定
されている目的以外では利用いたしません。

(2) 個人番号を含む特定個人情報の取扱い
　個人番号を含む特定個人情報（以下「特定個人情報」といいます）は、以下の事務に必要な範囲でのみ利用し、そ
れ以外の目的では利用いたしません。

① 保険取引に関する法定調書の作成･提出に関する事務
② 報酬、料金、契約金および賞金の法定調書作成･提出に関する事務
③ その他法令等に定める個人番号関係事務等

４． お客さまの個人情報等の利用について
　弊社では、お客さまの個人情報等を、利用目的の達成に必要な範囲内で利用させていただきます。利用目的の範囲
を超えて利用する場合には、事前にお客さまの同意をいただきます。
　ただし、特定個人情報については、お客さまの同意がありましても、利用目的の範囲を超えて利用することはいた
しません。

５． お客さまの個人情報等の管理について
　弊社では、お客さまの個人情報等の漏えい、滅失またはき損の防止その他のお客さまの個人情報等の安全管理のた
めに、必要かつ適切な措置を講じることとします。

① 弊社は、漏えい・滅失・き損・不正アクセスの防止その他の個人データの安全管理のために、適正な情報セキ
ュリティを確立し、必要かつ適切な措置を講じてまいります。

② 弊社は、個人データの安全管理に関し、取得・利用・保管・送付・廃棄等、管理段階ごとに社内規定を整備の
うえ、　定期的に教育する等により、従業者に周知徹底いたします。

③ 弊社は、個人データの取扱いに関する責任者を設置するとともに、法や社内規定に違反している事実又は兆候
を把握した場合の責任者への報告連絡体制を整備しております。

④ 弊社は、個人データの取扱いを委託する場合には、適切な委託先を選定するとともに、委託先の義務と責任を
契約により明確にする等、委託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督いたします。

⑤ 弊社は、外国にある第三者に個人データを提供する場合には、適切な提供先を選定するとともに、提供先の義
務と責任を契約により明確にする等、提供先において個人情報が安全に管理されるために必要な措置を講じて
まいります。
また、提供先の所在国における個人情報の保護に関する制度を把握した上で適切に安全管理措置を実施いたし
ます。

⑥ 個人データの安全管理措置は、定期的に見直し、改善してまいります。
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個人データ保護について、反社会的勢力との関係遮断のための基本方針

６． お客さまの個人情報等の、社外への提供
　弊社では、下記の場合を除き、お客さまの同意を得ずに社外の第三者機関等に個人情報を提供しません。

① 法令上認められている場合
② 弊社の利用目的の範囲内で、保険募集代理店を含む委託先に提供する場合
③ 適切な安全管理をしたうえで、保険契約の引受け・履行に際しての調査、確認および照会に関わる業務を委託

する場合
④ 保険業務の事務処理、印刷および発送処理にかかわる業務
⑤ 一般社団法人生命保険協会、および同協会に加盟している生命保険各社等と生命保険事業の健全な運営のため

に共同利用を行う場合
⑥ 再保険契約を締結する場合

お客さまの保険契約について、引受リスクを適切に分散するために、再保険（再々保険以降の出再を含みま
す）を行う場合があります。再保険を行う場合、再保険の対象となる保険契約の特定に必要な個人情報のほ
か、当該保険契約に関する支払結果および支払査定時に利用する個人情報を、再保険の引受けを行う外国を含
む保険会社に対して提供することがあります。
ただし、個人番号を含む特定個人情報については、法令等で認められた場合を除き、外部に提供いたしませ
ん。

７． 情報の開示・訂正・利用停止・消去等について
　弊社では、お客さまからお客さまの個人情報等に関する開示・訂正・利用停止・消去等の依頼があった場合は法令
等の規定に基づき適切に対応いたします。

８． 関係法令等の遵守について
　弊社では、個人情報の保護に関する法律、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律をはじめとした関係法令、ガイドライン、および一般社団法人生命保険協会の「生命保険業における個人情報保護
のための取扱指針について」等を遵守し、お客さまの個人情報等を適切に取り扱います。

９． 他の生命保険会社等との生命保険契約等に関する情報の共同利用について
　当社は、生命保険制度が健全に運営され、保険金および入院給付金等のお支払いが正しく確実に行われるよう、以
下の制度に基づき、当社の保険契約等に関する所定の情報を特定の者と共同して利用しています。
　契約内容登録制度・契約内容照会制度
　支払査定時照会制度

10． お客さまの個人情報等についてのお申し出、お問い合わせについて
　お客さまの個人情報等についてのお申し出、お問い合わせについては、下記カスタマーサービスセンターにて承
り、適切かつ迅速に対応します。

＜お問い合わせ先＞
イオン・アリアンツ生命保険株式会社 カスタマーサービスセンター
【0120-503-928】
【受付時間　月曜日～金曜日　9:00～19:00、土・日・祝日　9:00~17:00】（年中無休）

なお、弊社は、認定個人情報保護団体である一般社団法人生命保険協会の対象事業者です。同協会では対象事業者の
個人情報の取り扱いに関する苦情・相談を受け付けています。

＜お問い合わせ先＞
一般社団法人 生命保険協会 生命保険相談所
【〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-4-1　新国際ビル3F】
【03-3286-2648】
【受付時間　9:00～17:00(土・日曜、祝日などの生命保険協会休業日を除く)】

6
　

反社会的勢力との関係遮断のための基本方針
P．16をご覧ください。
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特別勘定資産残高の状況

1
　
特別勘定資産残高の状況

区　分
2022年度末 2023年度末

金　額 金　額

個人変額保険 10,250 9,618

個人変額年金保険 11,177 11,302

団体年金保険 ─ ─

特別勘定計 21,428 20,920

Ⅷ　特別勘定に関する指標等

(単位：百万円)
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個人変額保険および個人変額年金保険特別勘定資産の運用の経過

2
　

個人変額保険および個人変額年金保険特別勘定資産の
運用の経過

特別勘定名 運用
開始日 主な投資対象とする投資信託の運用方針、主なリスク

ユニット価格の状況
2023年
3月31日

2023年
6月30日

2023年
9月30日

2023年
12月31日

2024年
3月31日

日本株式
インデックス型
(A001A)

2008年
4月11日

主としてわが国の金融商品取引所に上場されている
株式に投資を行い、TOPIX（東証株価指数、配当込
み）をベンチマークとし、この動きに連動した投資
成果を目指して運用を行います。
【投資リスク】価格変動リスク、信用リスク等があ
ります。

139.73 158.41 161.05 162.95 190.45

外国株式
インデックス型
(A002A)

2008年
4月11日

主として日本を除く世界各国の株式に投資を行い、
MSCIコクサイ指数（税引後配当込み、国内投信
用、円建て）をベンチマークとし、この動きに連動
した投資成果を目指して運用を行います。原則とし
て、為替ヘッジは行いません。
【投資リスク】価格変動リスク、信用リスク、為替
リスク等があります。

224.48 257.42 257.25 269.94 309.60

日本債券
アクティブ型
(A003B)

2008年
4月12日

主として日本債券に投資を行いながら、一部外貨建
て債券にも投資を行い、NOMURA-BPI総合指数を
ベンチマークとし、トータル・リターンを最大化す
ることを目指して運用します。
【投資リスク】金利変動リスク、信用リスク等があ
ります。

86.84 86.73 83.87 84.20 83.27

外国債券
アクティブ型
(A004B)

2008年
4月11日

主として日本を除く世界先進各国の市場において取
引される公社債に投資を行います。FTSE世界国債イ
ンデックス（除く日本、円ベース）をベンチマーク
とし、中長期的に安定してベンチマークを上回るこ
とを目指して「マルチ・マネージャー運用」を行い
ます。
【投資リスク】金利変動リスク、信用リスク、為替
変動リスク等があります。

130.78 139.18 136.41 140.50 145.23

グローバル
バランスⅠ型
(A005G)

2008年
4月16日

上記4つの投資信託を組合せた特別勘定であり、運
用方針、主なリスクは上記のとおりです。

130.04 137.83 135.51 138.22 145.33

グローバル
バランスⅡ型
(A006G)

2008年
4月11日 136.83 146.40 144.31 147.74 156.35

特別勘定名 運用
開始日 特別勘定の運用方針、主なリスク

ユニット価格の状況
2023年
3月31日

2023年
6月30日

2023年
9月30日

2023年
12月31日

2024年
3月31日

グローバル
バランス型
(B001G)

2009年
2月20日

主として米国株式および欧州株式ならびに世界各国
の債券（米国株式および欧州株式ならびに世界各国
の債券を投資対象としている外国投資信託などを含
みます）を組合せて分散投資をすることで、リスク
の低減に努めつつ中長期的な運用成果を目指しま
す。原則として為替ヘッジは行いません。価格変動
リスク、信用リスク、流動性リスク、為替リスク、
カントリーリスクなどがあります。

168.92 172.09 164.61 180.74 183.97

一時払変額年金保険（年金原資保証型）「アリアンツNK クラフト」

(注) ユニット価格は小数第3位を切捨てて表示しております。

米ドル建一時払変額年金保険（年金額最低保証・Ⅰ型）「アクティブビジョン」

(注) ユニット価格は小数第3位を切捨てて表示しております。
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個人変額保険および個人変額年金保険特別勘定資産の運用の経過

特別勘定名 運用
開始日 特別勘定の運用方針、主なリスク

ユニット価格の状況
2023年
3月31日

2023年
6月30日

2023年
9月30日

2023年
12月31日

2024年
3月31日

グローバル
バランス型
(C001H)

2009年
8月15日

主として国内外の株式および債券ならびに円建ての
短期金融資産を投資対象とする投資信託証券への分
散投資を行い、リスクを軽減しつつ、安定した運用
成果の確保および中長期的な特別勘定資産の成長を
目指して運用を行います。運用にあたっては、主と
して実質的に国内外の株式および債券に投資する部
分（収益期待資産）と主として実質的に円建ての短
期金融資産に投資する部分（リスク回避資産）の配
分比率を定期的に見直すことにより、特別勘定資産
のボラティリティを4％（年率）に保つことを目標
とします。価格変動リスク、信用リスク、流動性リ
スク、為替リスク、カントリーリスクなどがありま
す。

100.70 103.32 101.46 103.56 106.20

特別勘定名 運用
開始日 特別勘定の運用方針、主なリスク

ユニット価格の状況
2023年
3月31日

2023年
6月30日

2023年
9月30日

2023年
12月31日

2024年
3月31日

グローバル
バランス型
(D001H)

2010年
1月29日

ご契約年齢0歳から70歳の方が対象です。主として
国内外の株式および債券ならびに円建ての短期金融
資産を投資対象とする投資信託証券への分散投資を
行い、リスクを軽減しつつ、安定した運用成果の確
保および中長期的な特別勘定資産の成長を目指して
運用を行います。運用にあたっては、主として実質
的に国内外の株式および債券に投資する部分（収益
期待資産）と主として実質的に円建ての短期金融資
産に投資する部分（リスク回避資産）の配分比率を
定期的に見直すことにより、特別勘定資産のボラテ
ィリティを6％（年率）に保つことを目標としま
す。価格変動リスク、信用リスク、流動性リスク、
為替リスク、カントリーリスクなどがあります。

121.18 126.76 124.59 128.64 135.31

グローバル
バランス型
(D002H)

2010年
1月30日

ご契約年齢71歳から80歳の方が対象です。主とし
て国内外の株式および債券ならびに円建ての短期金
融資産を投資対象とする投資信託証券への分散投資
を行い、リスクを軽減しつつ、安定した運用成果の
確保および中長期的な特別勘定資産の成長を目指し
て運用を行います。運用にあたっては、主として実
質的に国内外の株式および債券に投資する部分（収
益期待資産）と主として実質的に円建ての短期金融
資産に投資する部分（リスク回避資産）の配分比率
を定期的に見直すことにより、特別勘定資産のボラ
ティリティを4％（年率）に保つことを目標としま
す。価格変動リスク、信用リスク、流動性リスク、
為替リスク、カントリーリスクなどがあります。

102.76 105.59 103.64 105.78 108.85

一時払変額年金保険（年金原資保証・Ⅱ型）「エルデ」「バウム」「しあわせのタネ」「アリアンツNK クラフト
Ⅱ」「ステップビジョン」「アリアンツ投資型年金」「ステップマイスター」

(注) ユニット価格は小数第3位を切捨てて表示しております。

一時払変額終身保険（死亡保障ステップアップ型）「アリアンツ投資型終身保険」

(注) ユニット価格は小数第3位を切捨てて表示しております。
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個人変額保険および個人変額年金保険特別勘定資産の運用の経過

特別勘定名 運用
開始日 特別勘定の運用方針、主なリスク

ユニット価格の状況
2023年
3月31日

2023年
6月30日

2023年
9月30日

2023年
12月31日

2024年
3月31日

グローバル
バランス型
(C002H)

2010年
4月6日

ご契約年齢0歳から70歳の方が対象です。主として
国内外の株式および債券ならびに円建ての短期金融
資産を投資対象とする投資信託証券への分散投資を
行い、リスクを軽減しつつ、安定した運用成果の確
保および中長期的な特別勘定資産の成長を目指して
運用を行います。運用にあたっては、主として実質
的に国内外の株式および債券に投資する部分（収益
期待資産）と主として実質的に円建ての短期金融資
産に投資する部分（リスク回避資産）の配分比率を
定期的に見直すことにより、特別勘定資産のボラテ
ィリティを6％（年率）に保つことを目標としま
す。価格変動リスク、信用リスク、流動性リスク、
為替リスク、カントリーリスクなどがあります。

116.79 121.68 119.30 123.44 129.50

グローバル
バランス型
(C003H)

2010年
3月6日

ご契約年齢71歳から80歳の方が対象です。主とし
て国内外の株式および債券ならびに円建ての短期金
融資産を投資対象とする投資信託証券への分散投資
を行い、リスクを軽減しつつ、安定した運用成果の
確保および中長期的な特別勘定資産の成長を目指し
て運用を行います。運用にあたっては、主として実
質的に国内外の株式および債券に投資する部分（収
益期待資産）と主として実質的に円建ての短期金融
資産に投資する部分（リスク回避資産）の配分比率
を定期的に見直すことにより、特別勘定資産のボラ
ティリティを4％（年率）に保つことを目標としま
す。価格変動リスク、信用リスク、流動性リスク、
為替リスク、カントリーリスクなどがあります。

101.71 104.34 102.47 104.64 107.35

特別勘定名 運用
開始日 特別勘定の運用方針、主なリスク

ユニット価格の状況
2023年
3月31日

2023年
6月30日

2023年
9月30日

2023年
12月31日

2024年
3月31日

グローバル
バランス型
(E001H)

2010年
5月7日

ご契約年齢0歳から70歳の方が対象です。主として
国内外の株式および債券ならびに円建ての短期金融
資産を投資対象とする投資信託証券への分散投資を
行い、リスクを軽減しつつ、安定した運用成果の確
保および中長期的な特別勘定資産の成長を目指して
運用を行います。運用にあたっては、主として実質
的に国内外の株式および債券に投資する部分（収益
期待資産）と主として実質的に円建ての短期金融資
産に投資する部分（リスク回避資産）の配分比率を
定期的に見直すことにより、特別勘定資産のボラテ
ィリティを6％（年率）に保つことを目標としま
す。価格変動リスク、信用リスク、流動性リスク、
為替リスク、カントリーリスクなどがあります。

119.83 124.83 122.47 126.78 133.01

グローバル
バランス型
(E002H)

2010年
5月1日

ご契約年齢71歳から80歳の方が対象です。主とし
て国内外の株式および債券ならびに円建ての短期金
融資産を投資対象とする投資信託証券への分散投資
を行い、リスクを軽減しつつ、安定した運用成果の
確保および中長期的な特別勘定資産の成長を目指し
て運用を行います。運用にあたっては、主として実
質的に国内外の株式および債券に投資する部分（収
益期待資産）と主として実質的に円建ての短期金融
資産に投資する部分（リスク回避資産）の配分比率
を定期的に見直すことにより、特別勘定資産のボラ
ティリティを4％（年率）に保つことを目標としま
す。価格変動リスク、信用リスク、流動性リスク、
為替リスク、カントリーリスクなどがあります。

103.28 105.95 104.08 106.33 109.09

一時払変額終身保険（死亡保障ステップアップ型）「リーベ」「ベアトリス」

(注) ユニット価格は小数第3位を切捨てて表示しております。

一時払変額終身保険（死亡保障ステップアップ型）「ダンケ」

(注) ユニット価格は小数第3位を切捨てて表示しております。
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特別勘定名 運用
開始日 特別勘定の運用方針、主なリスク

ユニット価格の状況
2023年
3月31日

2023年
6月30日

2023年
9月30日

2023年
12月31日

2024年
3月31日

グローバル
バランス型
(F001H)

2010年
7月22日

ご契約年齢0歳から70歳の方が対象です。主として
国内外の株式および債券ならびに円建ての短期金融
資産を投資対象とする投資信託証券への分散投資を
行い、リスクを軽減しつつ、安定した運用成果の確
保および中長期的な特別勘定資産の成長を目指して
運用を行います。運用にあたっては、主として実質
的に国内外の株式および債券に投資する部分（収益
期待資産）と主として実質的に円建ての短期金融資
産に投資する部分（リスク回避資産）の配分比率を
定期的に見直すことにより、特別勘定資産のボラテ
ィリティを6％（年率）に保つことを目標としま
す。価格変動リスク、信用リスク、流動性リスク、
為替リスク、カントリーリスクなどがあります。

122.21 127.33 124.88 129.23 135.51

グローバル
バランス型
(F002H)

2010年
7月30日

ご契約年齢71歳から80歳の方が対象です。主とし
て国内外の株式および債券ならびに円建ての短期金
融資産を投資対象とする投資信託証券への分散投資
を行い、リスクを軽減しつつ、安定した運用成果の
確保および中長期的な特別勘定資産の成長を目指し
て運用を行います。運用にあたっては、主として実
質的に国内外の株式および債券に投資する部分（収
益期待資産）と主として実質的に円建ての短期金融
資産に投資する部分（リスク回避資産）の配分比率
を定期的に見直すことにより、特別勘定資産のボラ
ティリティを4％（年率）に保つことを目標としま
す。価格変動リスク、信用リスク、流動性リスク、
為替リスク、カントリーリスクなどがあります。

103.32 106.01 104.10 106.34 109.07

特別勘定名 運用
開始日 特別勘定の運用方針、主なリスク

ユニット価格の状況
2023年
3月31日

2023年
6月30日

2023年
9月30日

2023年
12月31日

2024年
3月31日

グローバル
バランス型
(C004H)

2010年
7月14日

主として、実質的に外国株式および米国債券ならび
に米ドル建ての短期金融資産を投資対象とする外国
投資信託へ投資を行い、ボラティリティを一定の水
準に保ちつつ、安定した運用成果の確保および中長
期的な特別勘定資産の成長を目指します。金利リス
ク、信用リスク、市場リスク、流動性リスク、カン
トリーリスクなどがあります。

105.19 105.87 102.93 108.71 111.50

一時払変額終身保険（死亡保障ステップアップ型）「プライムレター」

(注) ユニット価格は小数第3位を切捨てて表示しております。

米ドル建一時払変額年金保険（年金額最低保証・Ⅲ型）「アクティブビジョンⅡ」「歓びのうた」

(注) ユニット価格は小数第3位を切捨てて表示しております。
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個人変額保険および個人変額年金保険の状況、保険会社およびその子会社等の状況

3
　
個人変額保険および個人変額年金保険の状況

１ 保有契約高 (単位：件、百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

件　数 金　額 件　数 金　額

変額保険（有期型） ─ ─ ─ ─

変額保険（終身型） 995 10,804 905 9,916

合　計 995 10,804 905 9,916

２ 年度末個人変額保険特別勘定資産の内訳 (単位：百万円、％)

区　分
2022年度末 2023年度末

金　額 構成比 金　額 構成比

現預金・コールローン 287 2.8 404 4.2

有価証券 9,356 91.3 9,213 95.8

公社債 ─ ─ ─ ─

株式 ─ ─ ─ ─

外国証券 ─ ─ ─ ─

公社債 ─ ─ ─ ─

株式等 ─ ─ ─ ─

その他の証券 9,356 91.3 9,213 95.8

貸付金 ─ ─ ─ ─

その他 607 5.9 0 0.0

貸倒引当金 ─ ─ ─ ─

合　計 10,250 100.0 9,618 100.0

個人変額保険
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個人変額保険および個人変額年金保険の状況、保険会社およびその子会社等の状況

区　分
2022年度 2023年度

金　額 金　額

利息配当金等収入 0 0

有価証券売却益 192 201

有価証券償還益 ─ ─

有価証券評価益 ─ 750

為替差益 ─ ─

金融派生商品収益 ─ ─

その他の収益 ─ ─

有価証券売却損 15 15

有価証券償還損 ─ ─

有価証券評価損 492 ─

為替差損 ─ ─

金融派生商品費用 ─ ─

その他の費用 0 0

収支差額 △314 937

(1) 売買目的有価証券の評価損益 (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた評価損益 貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた評価損益

売買目的有価証券 9,356 △492 9,213 750

３ 個人変額保険特別勘定の運用収支状況
(単位：百万円)

４ 個人変額保険特別勘定に関する有価証券等の時価情報

(2) 金銭の信託の時価情報
該当ありません。

(3) 個人変額保険特別勘定のデリバティブ取引の時価情報（ヘッジ会計適用・非適用分の合算値）
該当ありません。
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個人変額保険および個人変額年金保険の状況、保険会社およびその子会社等の状況

１ 保有契約高 (単位：件、百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

件　数 金　額 件　数 金　額

個人変額年金保険 1,114 11,534 1,002 11,560

２ 年度末個人変額年金保険特別勘定資産の内訳 (単位：百万円、％)

区　分
2022年度末 2023年度末

金　額 構成比 金　額 構成比

現預金・コールローン 254 2.3 334 3.0

有価証券 6,193 55.4 6,068 53.7

公社債 ─ ─ ─ ─

株式 ─ ─ ─ ─

外国証券 2,473 22.1 2,636 23.3

公社債 ─ ─ ─ ─

株式等 2,473 22.1 2,636 23.3

その他の証券 3,720 33.3 3,431 30.4

貸付金 ─ ─ ─ ─

その他 4,728 42.3 4,899 43.3

貸倒引当金 ─ ─ ─ ─

合　計 11,177 100.0 11,302 100.0

区　分
2022年度 2023年度

金　額 金　額

利息配当金等収入 0 0

有価証券売却益 351 262

有価証券償還益 ─ ─

有価証券評価益 ─ 328

為替差益 720 933

金融派生商品収益 ─ ─

その他の収益 301 560

有価証券売却損 5 4

有価証券償還損 ─ ─

有価証券評価損 499 ─

為替差損 ─ ─

金融派生商品費用 ─ ─

その他の費用 710 ─

収支差額 158 2,080

個人変額年金保険

３ 個人変額年金保険特別勘定の運用収支状況
(単位：百万円)
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個人変額保険および個人変額年金保険の状況、保険会社およびその子会社等の状況

(1) 売買目的有価証券の評価損益 (単位：百万円)

区　分
2022年度末 2023年度末

貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた評価損益 貸借対照表計上額 当期の損益に含まれた評価損益

売買目的有価証券 6,193 △499 6,068 328

(2) 金銭の信託の時価情報 (単位：百万円)

区　分

2022年度末 2023年度末

貸借対照表
計上額 時　価

差損益 貸借対照表
計上額 時　価

差損益

差　益 差　損 差　益 差　損

金銭の信託 4,582 4,582 ─ ─ ─ 4,895 4,895 ─ ─ ─

４ 個人変額年金保険特別勘定に関する有価証券等の時価情報

(3) 個人変額年金保険特別勘定のデリバティブ取引の時価情報（ヘッジ会計適用・非適用分の合算値）
該当ありません。

Ⅸ　保険会社およびその子会社等の状況

該当ありません。
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